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( 瑞郎化粧板) 新感覚の建築の
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日進月歩の建築界に

サンタオーノレの出現は

新しいー頁を磁: 草加へ

まし1こ。

す ＺＯＷ ォ Ｍｊｖ の高ｼ哉書 ｾｉ 二次の三つの貼で然も経費

の節減にな b ます。

{ ①程くて丈夫で施工が簡単 最近主なる完成例

! ①耐火・耐水・而悌品性 ・大阪そごう百貨底 l 階庇

①色調自在で槌色せす ・東京野村誼券ピノレ化 E正室

ガタ日グ贈2 ・東京学業所 千代田区愛情 3o  3  Ｈ銅飯ピＩｾＩ電話銀座 ＶＱＱ Ｑ ＢＧＵ ｾ竺＿、
・名古屋代理活 日商名古屋矧( 中区水説明。33電話相 3175) κ ぷ 汎

( 腿) 住宅鵬浴室 .I f同市室家悶置: 以開 [)Lr. UJ . 判 事h所I 湯川煽§ 制時人の出入の多〈瀞 ilt 抗可るところ ¥マーープ，

一 品 川 … 畑 111 電 話 文 川 39 鴎櫨潤鹿錨蹴盤盟、ーノ

7 メリ力武技術を導入し日市" ' E 初N l l 完成され香界に一大七ンゼーションを捲き起し7ゐ( t-q
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アサヒビール西宮工場増築建物並醸造状況見学会

アサ ヒピーノレ西宮工場は新しく I曽築され、アサヒピール吹田工場に次ぐ偉容は私等の関心をそそっているc、

この度、竹腰会長の御斡旋に依り本会会勢委員会と兵庫支部共同主催の下に工場見学を開催致します。設計

は竹腰建築事務所、施工は大林組 で 工場 ｩ の規横は敷地 Ｓ 万 Ｖ 千ｾ、今度新築された精麦工場 ＱＵ ∞ 坪、仕入貯

酒工場750坪、鉄骨鉄筋コ γ P リ{ ト工場で、 工場の年間生産高石は25万石。近代的設備を誇っている。何 卒

下記に依りお友達おさそい合せの上、多佐御参加下さるようお願いします。

日 時 8月初日 (水〉午後 3 時 時 間 厳 守

所

費

所

場

場

合

込

集

会

申

西宮市津門大塚町二六アサヒピ{ ノレ正門前 ( 阪神国道電停北今湾下車東へ半ナ〉

50円 参加人員80名先着/1関締切

岡本建築協会天筒橋分室

日本建築協会会勢委員長浅沼猪之吉 兵 庫 支 部 長 吉 田 信 武

建 設 技 術 映 画 研 究 の タ

最近の水害状況に鑑み、我ら技術者は広く諸外国の治水工当限函を観賞せんとの会員の希望に答えて、今

回下記の如く五団体は映画会を主催します。座席にも制限がありますので御見逃しならぬよう 、お早く御事

込下さい。

日

会

映

h .  

宮.. 

申

玄

後

時

岨

曙

函

9 月 4 8 (金) 午後 5 時20分

大阪ガスピル講演場

ブーパ{ ダム物語

費

込

ゲオノレガ . ry運河j

アサヒニユ ース( 水密関係〉

50円 (整理券)

盤理都合上、日本建築協会朝日ピノレ事務所、天神橋分室宛会費と 51替に盤理券受

領の事、但満員次第先言者締切る。

日本建築協会、日本建築学会近畿支部、大阪建設業協会、大阪建築士会、大阪教

職員組合大学部

催

主漫 朝日新聞社

0 フーパーゲム物詩 アメリカコロラド河の征服を 企 てた、 ｾｩ が現実になった 、 フーパーダム物語映画 。

0 ヴオルガ・ドン運河 ( 天然色〉 自然改造の先頭をゆくソゲエトのドンとザオノレガを継ぐ運河建設映画。

0 アサヒニュース 最近の水筈地状況吠画。 以 上

和歌山支部会員各位に御見舞申上げます。

今次水害で相当御被害の会員の方に対しl柳泊、御見舞申上度 ( 会費半ケ年分

免除〉該当者は、御手数ながら支部を通じ御申出師、買います。

九州水害の惨状消去りやらぬ 7 月18日間じ水禍が和歌山県下を製い叉稀有の大天災を員長られた事は人力の

如何共すべからざる事とは云へ真に唖然たるものであります。擢災各位に心からなる御問情を申上げます。

取教ず窃菌を以て御安否伺いましたが切に会員各位の御安泰と御健康を祈り一日も早く復旧ならん萄: を念願

いたしております。水望書に関する短信御寄稿頂いた各{ 立に紙上よりお礼申上げます。

昭 和雄 年 8 月1 日

社団社人 日本建築協会会長 竹 腰 億 造
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三井信託銀行新築現場鉄骨電気熔接工事見学会

只今、御堂筋に於て工事中の三井信託銀行ピ J レを竹中工務屈の御好意により見学す ることになった。この

建物の鉄骨清造は全部電気熔接で、日本施工界では珍しい特色ゐる工芸品である。設計は市浦建築事務所、施

工 は竹中工務屈で、地上六階地下- j l 皆の鉄骨コシグリ{ ト造建築で、目下工事中なる為見学人員に制限があ

るので、御見逃しならぬよう 、早く御申込下さい。

日 時 8月25日 ( 火〉午後 3 時

集 会 場 所 南区三ツ寺町20番地( 御堂筋道頓郷橋パス停留場下車北へニツ目筋東側角j

会 費 30円 参加人員50名先着順締切

建 材 陳 列 場 開 設

( 市内東区北浜5 丁目 日建般計工務K K内〉

戦前建築協会は朝日ピノレに、建材協会は曽根崎に、夫々 1∞有余のノj、聞を有する常設の建材陳列場を持っ

ていたが、戦争のため何れも閉鎖の止むなきに至った。戦後これが復活に努めていた所、今般日建設計工務

株式会社格別の御協力 と御援助により 、岡本社入口横の一室を提供されたので、問所に49小聞のサシプノレケ

ースを設け 8 月 1 日より開場することになった。スペ ースの関係上充分ではないが将来の大成を期している

取敢ず 3 ヶ月毎に展示資料を更新し、なるべく多種多様の資料を展示して一般の期待に添いたいと念願し努

力中である。一般の御観覧を得て御指導と御後援を賜りたい。

昭 和 2 8 年 8 月 1 日

日本建築協会 関西建材会

建材優良証明有効延長の件

昨年発行 した証明中、 下記 4 f牛は有効期間満了の処、今般夫々有効延長方申出あったので、 7 月7 日建材審

査委員会にて再審査の結果、更に 1 ヶ年間優良と認める事に決綴し更新優良証明を発行 した。

1. 防火塗料タイネン 2号 関西ベイント株式会社

1. ナ= ワ S 瓦 ナ = ワ 瓦 株 式 会 社

1. 三星印石綿ギルソイドルーフイング 田島応用化工株式会社

1.  三星印アスフアルトタイル 田島応用化工株式会社

以上各通共特徴は当初発行の通りである。

O追而現在有効期間満了となっているものは下記の通りである。

平安瓦佐村木商居。波型スレ{ ト 朝日石綿工業株式会社。波型スレ ー ト 盤繊セメ ν ト株式会社。銅

付金物サボ{ ト オ{ ケ戸商会。エマコ ート ( 塗、科) 日本塗料{ I : ; 学株式会社。厚型スレ { ト 和歌山スレ

{ ト 株 式 会 社 以 上

社団法人 日本建築協会建材審査委員会

建設資料便覧発行予約を募る

今春来準備中の上記発行については目下委員の手許で鋭意盤理に努め 8 月より印刷に着手11月発行の運び

に進捗している。内容は仮設、土工、杭打、防水、鉄骨、煉瓦タイノレ、石材、木工、左官、金属、建具、塗

装、内袋、硝子、 コγ グリート、屋根、管工、電気、設備等20余種目に豆り夫々の部門につき簡給した梗J慨

を記し各関係業者 Ｓ ∞ 余の案内欄を附し一般設計、施工、技や惨害ｾ ［辻学生諸君の参考となる櫛偏祭されている

B 5 型装踊上製約4∞頁であるが記念事業として特価￥350. ∞ 送料実質で予約申込を歓迎している。( 予約

以外は司 ｾ Ｔ ∞ Ｎ ∞ 以 上 となる見込み〉此際多数申込あらん事を切に街 Ｑ 奨め申上げる。

昭和2昨 8 月1 日

日本建築協会時五年記念事業出版委員長 尾 崎 久 駒
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腰 ( 2 階 窓 ヒ 迄 〉 黒 御 影 石 姑

柱 型 廻 b 稲 田 御 影 石 貼

外 壁 1 寸 8 分角モザイグタイノレ貼

目地タイノレ 8 分角モザイ グ

タイノレ姑

バ ラ ペ ッ ト 上 部 2 T 掛タイノレ貼

東面上古11 南及び酉i H i に準す'

北 面 メ ラ ペ ッ ト は 西、南 面 同 断

一般は色モノレタノレ掻務し仕上

設 計 監 理

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工

建築工事 株 式 会 社 大 林 組

冷 暖 房 散 備 株 式 会 社 建 材 社

電 気 設 備 工事 浅海電気産業株式会社

衛 生 殻 備 工 事 三 機 工 業 株 式 会 社

昇降機設備工事 株 式 会 社 目立製作所

家 具 叡 備 宮崎木材工業株式会社

同 上 内外木材工業株式会社

向 上 大 和 工 業 株 式 会 社

ブライ ン ド段 備 株式 会 社 高 島 屋

映 写 敵 備 工事 ア グ メ 貿 易 株 式 会 社

会 景

富士フィルムビルデイング

概 要

建 築 位置 大阪市東区備後町4丁目 15- 19番 地

建築工期 本 館 起 工 昭 和27年 1 月20 日

竣 工 昭 和28年 5 月 6 日

別 館 起 工 昭 和28年 2 月 7 日

竣 工 昭 和28年 7 月31日

敷 地面 積 212，022坪

建築面積 本 館 144，50坪別館 47，47坪 計 191，97坪

延 面 積 本 館1，191. 73坪別館246. 59坪 計1，438. 32坪

主 体構造 本 館 基 礎 生 松 丸 太 杭 打 鉄 骨 鉄 筋 コ シ

グリート造

別 館 基 礎 コ γ グリ ー ト 杭 打 鉄 筋 コ γ

グリ{ ト造

階 数 本 館 地 下1階 地 上7階 塔 屋 イ 寸

別 館 地 ム5階 塔 屋 付

表 玄 関
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建 物 名 称 新阪神ピ J レデ ィシ グ
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建築構造はそのスケ ーノレの大さきの放に、工芸品等と

はちがって、構造を規定する外力のうち重力が卓越し、

その作用に方向性があり、 恒常性があり 、しかも工芸品

等の強さを規定する人力程度の力に比すれば、はるかに

order の高い値をもっている。 そして私どもはか与る

永劫に働きつ r けている電力の作用に対しては、ま たそ

れに抗する構造材の働きについてはかなりするどい感覚

をもっており、構造に対して多少とも一つの生々しい力

の働きを感受するものであると私は考えている。私はこ

れを力感とよんでいる。力感のありかたは構造が建築の

存在の第一条件であるように、建築の表現の基調をなす

ものであると思っている。近代構造の発展のあとをかえ

りみ、新構造がどうして成立し、 どのように建築に受容

されたかということは、純粋に構造技術の立場からばか

りでなく、上の如き見地から建築家にとっても興味深い

ものがなければならぬと思っている。

構造の形は構造材料によって、その特性に貝I j したもの

となる。産業革命が多量の鋳鉄、銅をもたらして、鉄材が

新たな建築将軍造材糾として登場し、 19世紀に近代建築の

骨格をなす f rame st ructure を形成せしめた。これは

Gi edeon の Space，T ime  and Ar chi t ect ure， Bauen 

i n Fr ankr ei ch に詳細にとりあげられているところで

あるが、私はまず、彼に従って19世紀における鉄骨構造の

発展を“ Towar d F r ame St ruct ures"  としてたどっ

てみたいと忍l 5 0それから19世紀の末になると 、も一つの

近代建築構造の骨組をつくっている鉄筋コ ;.--!l リー トが

実用の域に入る炉そして今世紀に入ってから著しい発達

をとげ、ついにその特性を十分発達したさ まざまの平

面や曲面構造が生まれる。 これについては “ Towar d-

Sur f ace St ruct ures" としてのべてみたいと思う。

T o wa r d  F r a me  St r uct ur es.  

「鉄材以前」一一石と木 エジプト 、アッシリヤのよ

古から、鉄骨構造の出現まで 、木 と石と煉瓦は建築の主体

構造を構成する材料で為った。木と石とは力学白骨主主絡を

ことにする。そしてそれぞれに応じた構造を成立せしめ

た。木はし、わゆる tensi l e mat er i al であり 、 圧縮、

引張、曲げに対して均衡のとれた強度をもち、かつ直材ー

として産出される。 このような木材が作り出した構造は

軸組構造 f r ame st ruct ure であった。そしてその力，

学的作用は、来壁造りとして柱、桁を露出することによ

り、外に明らかに表現するような手法が多くとられてい

ることは周知のとおりである。

一方石あるいは煉瓦はし、わゆる nont ensi l e mat e-

ri al であり、圧縮に比して引張、曲げにきわめて無力で

あるとともに、はなはだ重量のある構造材料である。石

材はギリシヤの列往のように、はじめは木材にふさわし

い剥l組構造の形休をとったが、やがて迫持作用をなすま

ぐさをもった縦長窓をあけた、i虚断のf引きと同時に柱の

作用をする厚壁造りとなり 、 そ して 屋 根 に は BarreL

Vaul t や Do me が架け渡された。いわゆる Mas onry-

の構法を完成した。

Mas onr y構造は素材が石や煉瓦のプロックからなる

関係上、木構造に比すれば、形体の自由があり、 Basi l i ca

のような、応力を壁体に等分布させるような壁構造のも
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の、あるいは got hi c 寺院のように比較的応力を集中的

に分布させた構造も造りだした。 しかし石材は non-

tensi l e であり 、短スパンの場合をのぞき梁作用は回避

され、共通した独特の力感をもった構造であった。

日本の建築は古来木構造の軸組構造を骨絡とし、ヨー

ロッバのそれは Mas onr y 構造を主体とし、 それぞれ

の力感を経緯として低統的な建築の意匠11:}; り出された

ので・あった。

鉄材の出現、このような伝統的な構法とその上にきず

かれた建築に、構造材料としての鉄材出現は19世紀に至

って構造を内部からついには外部 まで変革 し、 建築意匠

に も大きな変貌をもたらすにいたる。

鉄が構造材料と してもちいられるようになるのは18世

紀の終り頃か らであ る。製鉄に普は木炭を燃料としてい

たが、18世紀の中頃、英国のA ・ダー ピーはコ ーダス熔鉱

炉によって多量の鉄鉱の生産に成功し、彼ははじめて

Coal  br ook dal e の Sever n 河にスバ y 1∞尺の初め

ての cast i ron アーチ橋を建設した。 この頃より建築

構造にも局部的に、 工場の往あるいは小屋組等として

国 st i ron が散見されるようになり 、 こ与に鉄骨構造の

胎動が始まる。

F r a me  St r uct ur es の胎生期 鉄! 寸構造は、木

材のように圧縮、引張、曲げの各種程度の均衡がとれた

tensi l e material であり 、梁、柱式の執組構造がそれ

にふさわしい形体である つそしておどろ くべきことには

1801年にすでに蒸気機認で有名な wat t 等によって英国

の Sal f ord 輪組構造による 7 階建の工場が出現する。

外壁は煉瓦造であったが内柱、床 I 型梁は cast i ron 製

であり床は煉瓦のア ーチにコ γ タリ ー ト打ちしたもので

あった。 この早い時期にすで十こF r a me S truct uresが外

廻 りはともかくとして、およそその形体をと与のえた と

いう事実は注目に値することである。「建物J ( Baut en)  

にかくのごとく F r ame st ruct ures の先植はすでに

19世紀の初頭に技師達によって、出現せ しめられるの

であるが、 その後当時の人遠の考えている 「建築」

( Archi t ect ur) の分野における成長は遅々たるものが

あった。1950年にいたり始めて仏国のHenr i Labr oust e 

に よって St. Genevi eve 図書館において、内部に上か

ら下まで戦粗方式がとり入れられた。 しかしなお外壁は

massi ve な煉瓦の壁体でかこまれていた。 なお彼は当

時の建築家の中でもっとも新しい思想のもちぬ しで、設

計したものには王宮の如きものはなく 、捕虜収容所、病

院 、図醤館のような建築であり 、「プランを気候、材料、

ァ・ログライトの要求によって作り」 、 「構造に建築の最奥

所の柑をみ、外観は単に表皮と考えた」、fl 830年代の改

革の黙情に燃えた世代に属する人」で-あったとし、う 。

その後英国では1851年の万国博に、有名な水晶宮が鉄

骨 とガラスによって作られる。 また仏国では鉄骨の梁、

柱をもった百貨底、例えば L. C.  Boi l eau と、Ei f felt寄

で有名 な Ei ffel との協 力に な る Magasi ns a u Bon 

Mar c he ( 1876) 等その他他多くの鉄官構造の建築がつ

くられた。 しか しなお工場をのぞいては鉄骨構造は内部

にと r まり 、外部は Sal f ord 工場以来 4 分の 3 世紀を

経過 したにもか L わらず、依然として Mas onr y 構造の

建築の意匠がほどこ されていた。

F r a me  St r uct ur esの誕生 ヨーロッ パでは、こ

のよう に鉄骨構造が建築の内部にはかなり成長をとげて

いたが、縁の下の力持ちにと Y まり、伝統的な Mas onr y

の外壁を変貌させる にはいた らなかった。 しか し伝統に

とらわれぬ、 海をこ えた新大陸の米国においては、 勇敢

な試みがなさ れ、 遂に この大地ではじめて鉄骨にふさわ

しい近代的な F r ame st ruct ures がその形態を獲得す

るに至るので・ある 3 すで・に1850年代において、万能な技

術者が wat c hmaker- i r onwor ker- engi neer そして

i nvent or である J ames Bogar dus を始めとする人々

によって cast i ron による柱、桁その他建築のバ { ト

を作り建築わプレ フ y プがこ L ろみられ、それによって

外壁が鉄の軸組型式に構成され、軌i組の区切る四角な広

い区画には大きなガラス窓がはめられた建築が多く: D 'Mつ

れたコ cast  i ron 製の M asonr y の様 式の意匠を模

した低俗な趣味の柱や桁で・はあったが、Gi edi on が紹介

した St. Louis の河岸の諸建築D ようになんとなく落着

いた感じのする建築がみられた。

さらに1880年代にいたると 、米民には chi cago を中

心として高層建築等が峨々と建設される気逐が高まって

くる。 これらの建設をリ ー ドしたのは engi neer 出身の

Wi l l i am le Bar on J enny を中心とする chi cago 派

の建築家逮であった。1879年に J enny によって最初に

造られた chi cago の Fi rst Lei  ter Bui l di ng では、

鉄骨'の軸組構造は内部に とL まり外壁はなお石造で、あっ

たが 、 ＱＸＸＵ 年に 竣 功 したｬＨｾ 溜建の Ho me  I nsur ance 

C o.  Bui l di ngにおいてついで1887年Hol abi rdとRoc he

による T a c oma Bui l di ng においては外壁にまで軸組

構造がおよび、鉄材にふさわ しい輪組構造が、はじめて建

築にあからさまに受け入れられるようになった。chi ca- :

go 派の工法の特色は、 I ron skel eton， 自oat i ng f o-

undat i on とそして横長の chi cago wl ndowであると云

われているが、 こ与にいたって、小さな縦長窓を配列 す

る Mas onr y の伝統をゃぶり 、軸組構造に直した大き

な横長慾が開けられて、 F r a me st ruct ure は名実 とも

に建築の脅絡を形成するようになったc

その後1889年には Rand McNal l y Bui l di ng に始

4111111111111111111111111111111111111111111111111111111'111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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めて会鋼構造が採用され、 F r a me st ruct ure の鋼材、

構法、設計現場はいよいよ改良洗錬を加えられ、1930年

には全熔接の高層ピノレが建設され、またピノレ L 、よいよ高

さをましていったっ

日訪問建築における F r ame st ruct ure は今日におい

てはほとんど定型化した状態にあるが、 しかしいまなお

数千年の際史をもっ Mas onr y の郷愁はあとろえず、重

要な装いをした建築もすくなしとしなし、c しかしそれが

構造的には無意味であり 、・ したがって一極の擬懇である

ことを知ってしまった現代の人々にはわさ' とらしい演出

的なものが感じられるのはいなめないであろう c 一方に

おいては F r a me st ruct ure にふさわしい表現はいよ

いょするどく追求され、また現にされつ L ある ー

T o wa r d  Sur f ace St r uct ur es.  

鉄筋コンクリートの発明 広い意味での セメシトと

しては、エジプト 、ギリシヤ 、ローマの昔から石灰や火山

灰と混合物が用いられ、つ川、て天然セメ γ ト R o m姐

c ement が発見、盛んに使用されたが、19世紀に入り 、

1824年に英匿の } oseph A spi di n によって、 世界到る

ところで容易に手に入れることのできる 、石灰石と結土

を原料としてつくられる Port l and Cement の製造法

が発明されて、今日のセメシト工業の発展の基舵がきず

かれた。一方鉄筋コンタリ{ トの他の材料である鉄鋼の

生産も19枇紀の中期には反射炉、ペソセマ法等の考案が

あり急速に上昇しつ L あった。 このような情勢の下にプ

ラ γ スの L ambot ，、 C冶i gv'et ，Moni er 等の人々によっ

て鉄筋コ γ タ 1) _ トが発明されたのであったコつ ピいて

米人 Hyat t 、1ム人 Hennebi que 等によって、さらにド

イツの Way s s，Koenen 等の努力により 、スラプ、梁の

工夫が震ねられ、次第に今日の鉄筋コ γ タリ ー ト構造が

成長していったコ

F r a me  St r uct ur e としての鉄筋コンクリート

鉄筋コシダリートは鉄筋の稀入により匹筒、曲げにも

たえうる tensi l e ma  teri al である。その特性に従って

鉄筋コシグリ ー ト構造でまず梁がつくられ、つ r いて柱

と梁を一体化したラ ーメγ 構造へ進展し、今日広く用い

られている軌組形式の構造となった。材斜の特性から考

えて、木材、あるいは、鉄材のごとく軸組構造をとること

は同然のなり行きであったろう。たど木材、鉄材の場合

との相違はスラプも 、壊も輪組と一体的に cast されi妥

結性を有する考えである 3 この性質を生かし、T 祭の工

夫が生まれ、最近では外壁にWal l gi rder が採用がされ

るようになった『鉄筋コンクリ ー ト精進は、さらに鉄骨

とむすびつき鉄骨鉄筋コシグリ ー ト構造へと発展した。

鉄筋コシタリ ー トは tensi l e mat er i al であり構造的

には F r a me st ruct ure へ と発展したが、他国 cast し

て作られるので形体が自由であるとし、う特色をもってい

るために、建築の意匠の上では内部的には軸組構造であ

るにか L わらず、 外的な表現においてはあらゆる過去の

様式、あるいは奔放な形体を造る 可能性をもっていたそ

してこのゆえに、さきに鉄骨構造の場合にのべたように、

F r a me  st ruct ure に一種の疑態を演ぜしめる傾向を助

長したといえるであろう 。 しかし f r ame st ruct ure 

としての鉄筋コ y !l リー ト構造を、すなおに外に表わし、

その力l惑を基調と した建築も多数、造られている 3 ふる

くは Per r et ，Gar ni er さらに現代の多くの建築家の作

品をあげることができょう。

鉄- 骨、鉄筋コシグロ ー ト構造をとわず F r a me st ru-

ct ure の建築にあっては、さらに構造的にも能力過剰 な

壁体、スラプの軽量化をはかり F r a me  st ruct ure の

力学的作用を関確に しよ うとする傾向があり 、意匠的に

も、この線に沿うものとして壁面を軽るく表現しよう と

するこ L ろみが多くみられる。

商事魔進へ 鉄筋 コシ グリ ー ト(ま tensi l e mat er i al  

であり 、鉄材のごとく 企a me st ruct ure へ発展 した。

一国鉄筋コンクリ ー ト構造は鉄材のもたぬ一体性、連術

性を有しており 、そのために形体の自由をもたらす。 そ

の自由さは Mas onr y がプロ ツグ構造で・あるために有し

た自由さの比ではなし、。 まずこの自由さはさきにのべた

よ うに、構造的には全く無意味な、擬態的な意匠の手段 と

して利用された。 しか しこの特性はやがて構造的にも発

嫁されることになり 、近年とくに著しい傾向と しての面

構造 surf ace st ruct ure， Fl achen t r agwer k への展

開をみせる。その階光は鉄筋 コングリ ー トの発明の当初

につくられた、ボー ト槽その他のものにすでにみとめら

れるのであるが、建築構造においては、まずスラプの考

案であろう e それにつ Y いてT 梁の工夫があり 、これが

さらに発展して1910年頃、梁な しの無梁板が生まれた。 ま

た援梁の採用もこの線にそうものである。か L る平面構

造4 の進展と与もに一方においては幽面檎造の発達がある

Fl at  Sl ab.  Fl at  Sl ab はヨ アロッバで』主 1910勾三

頃スイス人の R. Mai l l art によって考案されたもので あ

り、米屈においても全く独立に問じ頃 Tur ner によって

造られている。建築構造全体として鉄筋コン F リート の

連結性の特色を発揮して作られた面機造である。 Fl a
t

Sl ab  は創始者逮の鋭い構造的な涯解力によって試み ら

れ、多くの突験をつみ実現され、今日では理論的な研究 も

進み、設計方式が一応確立されるに至っているc創始当時

1910年頃以来多くの「建物一 I rこ適用されその有利さを示

してきたが、近年にいたって一般の「建築」構造に応用 さ

れた例がみられることははなはだ興味深いことである。

rtll l l l l l l l l llllllllllllll ll l ll !l 11l 1  ｾ ｉ ｉｉ ， ｉｉｉｉ ｉｉ “ ＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱ “ ＢＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱ “ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱ Ｑ ＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱ Ｑ ＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱｈｉｉｉｉｉｉｉｉ ｉ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ ｉｉ ｉｉｉ ｉｉ ｉｉ ｉｉＯ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ ｉ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ ｉｉｉ ｉ ｉｉｕ ｉｬｉｬｉｬ ｉ ｉ ｉｬ ｉ ｉ ｉｬｬ ｉ ｉｬｉｬ ｉｉｉｉｉＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ “Ｂ“ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＰ＠
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Fl at  Sl ab の変形として、 荷重を多く分担する柱間

帯の Sl ab を柱間帯のそれよりいさ L か厚くした SJ ab

band sys t em とよばれるものが最近造られている。水

平力の大きな日本では注目すべき権法ではなし、かと思う

B o x  F r a me  面 構 造 へ の 第 2 の 傾 向 は “ box

f r ame" とよばれる。構造型式である。これは梁なしばか

りでなく、壁に柱の役割をさせた柱形なしの構造であっ

て、 日本でも鉄筋アバ ー トに応用されている。欧米にお

いては最近、10 ¥1 皆にもおよぶアバ { トがこの構造によっ

て盛に造られている。 これはまた鉄筋コシグリ ー トの連

続性の特色を発揮して、壁の多い構造において壁と執組

との重複の愚をさけた合理的な構造法である。

曲面徳造 鉄筋コシグリ ー ト構造の連結性平面構造

の発展をもたらしたが、他 方、屋根構造とくに大スパンの

それとして、その特色を遺憾なく発揮する。曲面構造は

迫持作用によって断面における応力の分布を均等化 し、

きわめて有利な犠造であることは論をまたなし、。曲げに

よわい石材は曲面繕造をとることに よフてはじめて広い

スメ ν をかけわたすことができた。 しかも鉄筋 コシクリ

{ トは曲げ耐えうる材料であるので、石構造が安全のた

めに必要としたかなりの厚さを徹底的に薄く す ることが

可能となり 、 100mにおよぶ大スパンをも掩う例があら

われた。 ( R api d Ci ty ， S. D. における絡納庫、 1949. )  

鉄筋コ γ タリ ー ト・による曲面構造の初期のこ L ろみは

1920年前後にさかのぼることができる。その後ことに独

仏に多くの例がみられたが、今次大戦中および戦後には

世界的に普及をみるようになった。米国において近牢曲

面構造を奨励する目的をもって A S C E に Thi n Wal l  

shel l  c ommi t teeなるものが設立され、昨年11月その報

告書が提出され、本年春の米国の幸信志はこの報告に関聯

して曲面構造に関する瞥象的記事を多くのせている。一

方理論的な面でもかなり研究が進み実用的設計方式も次

第に確立されるような気運にむかいつ L ある。従来曲面

構造には Di schi nger，F reyssi net， Tor r oj a あるい

は Neroi のごとき構造技術者が言導して造られたので

あるが、近年多くの建築家遣によっても積極的に採用さ

れんとする傾向にあることは注目すべきこと L 思う 。

鉄筋コシグリ ー トは tensi l e mat erial としてまず

f r ame st ructur e として発展をみせたが、 その連続性

のゆえに surf ace struct ure  として、 しかも non 

tensi l e な特色を併せ発揮してきわめて薄目の商構造へ

と発展していった。国構造こそは、鉄筋コングリ ー トの

特質を最大に生かした、それにもっとも 適した構造とい

えよう 。そして建築家によって積極的にとりあげられ よ

うとしていることは、いま与で司の構造の発展の歴史にか

んがみではなはだ興味あること L 思う 。

む す び

建築構造としての鉄骨構造と鉄筋コングリ ー ト構造の

発展のあとをいさ L かふりかえってみたが、要するに、

新 しい構造材料は、構造技術者の努力によって新し いそ

の力学的性質にふさわしい構造形態を与えられる、そし

てやがてその精造の表現は建築家によって理解さ れ、

expl i ci t な形で建築に導き入れられるということがし、え

るであろう 。将来をはらんだ近年普及しはじめた構造材

料 prest ressed concrete あるいはアノレミニウムのご

ときは、 どのような構造の発展をみせるか予測すること

はこ与ではさけたい。 しかし他の構造材料についていま

のベたような経過をたどることは想像にかたくない。お

わりに私は近代構造の発展の上に建築家の、構造の表現

一一建築の力感の把握がきわめて重要であった点を、建

築家には強調したし、。そして力感は、構造の重たる力学

的作用、すなわち主として重力の静的な作用の上にもと

ずくものであり、飛行機や自動車のように流体力学的、動

力学的なものでない点を付言しておきたい。 また構造技

術者には fiat sl ab その他想像的な形態をした多くの鉄

筋コシグリ ー トア ーチ橋の設計者 R. Mai1l ar t の言葉、

「言十算家 R ec hner でなくて構造家 K onst r ukt eur で

あれ」をおくり、構造技循家の一人である彩、もともど も

に反省してみたいと思う 。 ( 筆者京大工学部教授〉
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第1図 L e t c hwor t h の田 園都市

1. 大都市の問題

最近の新聞紙上を賑わしている記事の一つに、交通事

故がある。 トラックが住宅へ飛び込んだり 、子供をはね

とばしたりするのは殆んど毎日の出来事である。自動車

の増加と大型化は非常なもので、 ラッシユ時の交叉点は

自動車の列で土星められる砲である。

叉、風もない晴れた日に長屋が自然に倒壊することが

時々ある。勿論人の住んでいる建物であって、現在大阪

市内にはこのような命数の尽 きた老朽住宅が相当為るこ

とが報ぜられている 3 満員の遥準}/itj 津 が まだまだ住宅を

主主て得る空閑地の傍を通りすぎてゆくのはもう日常の風

景となってしまい、反対に休み続きのI情れた日には郊外

へくり出す人々でターミナノレは混雑する。

少し前の新聞に、相当の庖を構えていた商人の一家が

商売上の理由で屈をた L み、暫く伝々とした末に省線の

ガー ト下の一角に落着き商売をはじめた所i順調に立ち直

ったとし、う話が出ていた。ガード F( 主人間も厚〈 、まわ

りへの気兼もないし、 こ L へ来て救われた微な気がしま

す。電車の音も馴れれば気になりませんよ 。 というわけ

である。一つの社会美談であろう 。

ガー ドーF というのは、大きな駅なら j苫舗になることも

あるが、大娠の場合倉庫位にしか使はない所で、 まして

常識で考えれば住宅になる場所ではない《 しかるに多く

の人達がそこに住み着き、一つの庶民社会を為している

のは、単にこのガー ド下だけではなく 、今は無くなった

がお茶の水の濠端などもこの例であって、大都市に共通

する問題である。

工場の騒音や臭気、塵壌が住宅に及ぼしている主主も蒋

しいものがある。特に零細工業地に於ては工場と住宅が

混在し或は家内工業のために住宅の不良化と伴って一層

その害を大きくしている。

戦災復興事業も除々に実施されてH下年末でその60% が

完成しているといわれる 3 一応Ul J j j ' . (; i : .揃った し道路も広

くなっている。と ころが、その上にす. っている建物は戦

前より遥かに小さく貧弱なものである《鉄筋コシグリ ー

トの堂々たるピノレデ ィγ クは最新式の技術を取入れて、

或は空気調節、或( 主ノレーパー 、或( 土モータープール等と

その偉容を誇っているけれども、そのγ りには 2階建の

木造パラックが押し合いへし合いして放んで居り 、 しば

しば土地問題にからんで紛争の援となっている《

ざっと討につくこれらのｾＮ・は 、 我々の現在 ｔｅ 生活 して

いる都市内の出来事なのである これらは裕度の差こそ

あれ、世界の各国に於て経験されていることであり都市

計画のみならず、政治経済や社会学、史学、衛生学等の

方面から夫々の立場に於て調査研究が行われ、その対策
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第2図 We l wy n 田園都市の住宅

がはかられてきたので・ある。

これらの問題の発生を求めるならば、産業革命泡さか

のぼらねばなる まいが、特に19世紀の後半より20世紀に

かけて甚しくなって来たことである。

都市計画に於ても、たくさんの計画が為され、提案が

為されて来た。或るものは空想として斥けられ、J &. るも

のは理想都市として棚上げされ、残った幾つかのものを

完全に実施せられたものは少い。

2 、田 園 都 市

空E集 、混在、過大といった犬都市の問題に対する提案

の中で、完全に実施され、叉蹄 しい成功を収め伝統的な

ものに迄なっているものに、 まつ漢国の田園都市がある

戦後は更にこれが継承され、新都市の建設事業と して国

家的に採り上げられている。パタ ーが大砲かと言い煙草

まで間給制度を続けている英国でこのような大規模な都

市計画事業が為されていることは、注目すべきことであ

ろう 向

この英国の田園都市もータにして出来たものではなく

ロパー ト・オーェγ 以来の一世紀に近い苦闘がその前に

為されている。18世紀の中期から後期にかけて行われた

産業住宅地の経営は、Sal t の Sal tai r ( 1852)  Leverの

Por t  Sunl i ght  ( 1邸め をはじめ幾つも実現されて居

り、その住宅地の配置計画に英国の伝統的手法を見るの

である。

煉瓦造の住宅が緑の木の間に配置され、ゆっくりとし

た道路と前庭をとり 、中央には広場や図書館、教会、グ

ラプ等をもっ、工場( 主歩いてすぐの所にあるコ一歩外へ

出れば広々とした山野が開けている。 このような住宅地

が工場従業員のために実現した。たしかにそこに住む人

には幸福なことであったと思う 。

しかし乍ら、それらはいづれも都市でーはなかったし、

都内になりうるものではなかった。 これが都市となるに

は Howar d をまたねばならなかった。

Let chwor th  ( 1913) 、We l wy n ( 1903) の二つの田園

都市が建設されたのはHowar dによるものである。 ( 第
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1図) 。民間会社に よって経営されたこれらの田園都市が

健全な成功を収め、また現在も発展を続けていることは

Howar dの構想に基く土地の一元的所有と利用及び利義

の制限に基くものであることは疑いのない所であり 、そ

の結果、計画的な建物の配置が可能となり 、緑地や共同

施設の確保も居住廃境の維持も簡単に実現されて来たの

である。その他に産業の適当な誘致によって都市内の有

業人口の六部分を殴収 L 得たことも大 きな原因となって

いる。Let chwor t h には現在144、 Wel wy n には70以

上の工場があり 、その業種も多様に亙っていることが報

告されている。

この社会事業会社であるこつの田園都市は成功 したつ

しかし大都市ロ γ ドン はロγ ドン で‘ あり 、こ の時期の ロ

ンドン の膨脹(1約 3∞の田園都市を作らねば、I J &収出来

ない程であったと言われる。勿論ロンド ν の中では、他

の大者s市と同じく道路や緑地の整備、不良住宅改良など

の都市計画事業が田園都市を生み出した突行力を以て続

けられていたことは疑いの ない所である。

田園都市は最初の二つの蕊官主であった。やがてこの波

が広がって行ったので・ある。

3 、不良住宅改良と住宅地の開発

田園都市に於て試み られた住宅地の計画は英の後各国

に於ける郊外住宅地の開発、住宅改良事業の良き先例と

なり 、設計技術に関する幾多の研究を生み、各地にその

実現が見られる様になった。

アメリカに於ける田園郊外かi ? Gr eenbel t  t own を

はじめとする郊外地開発、ブ ラシスに於ける高層住宅地

ドイツに於ける Si edl ung，日本に於ける戦前の郊外地 A

の開発などにこの影響が見られる。

田園都市に於ては、その技術は単なる位宅地としての

景観、落着き、快適さ 、所謂 Ameni t y が重視された

に過ぎなかったのが( 第2図) この時期に於ては夫々の

， 

第3図初期の不良住宅改良 ( ブラシスの例〉



第4図 ニューヨークの不良住宅改良 (ス ーパープロツグによる建物 都市論乃至は地方計画論はこれで

あり 、大都市の過大な膨脹を防止

する為に衛星都市をとりあげ地方

的の計画が必要なことが主張され

た。

の自 由な配列の例)

固に於て敷地割jや、隣棟間隔、附帯設備などの科学的合

理性から更に住居本来の平面の問題、往生活の合理化の

問題、大量生産のための規絡化の問題、共同住宅の高さ

生活共同化の為の共同施設の問題等に迄進められた内 こ

れら! 主 T homas Ada ms や L. Hi l ber sei mer ， W.  

Gropi us 等の発表している所でらる。

不良住宅の改良に当つでも、以前の最大床面績をとる

為の建築制限図のような改良でなく( 第3図〉、居住状件

を満足せしめる為のス ーバープロ ック式による空地を充

分とった方式に進んで・来た。( 第4図〉更にアメリカでは

自動車の普及により住宅地の読十に於て、個々の画地を

。考えない有機的な計画に発展している。( 第5，6図) 、

アメリカに於ける不良住宅の改良は、都心の整備とか

ねて 、市街地の再開発或( 主再装備 ( r edevel opment )  

として行われて居る 3 大都市の中心部における不良住宅

地が都市の収入を低 F させてしまうので、企業としても

充分採算がとれる点が主張され、公共団体以外にも、ニ

ユ{ ヨ{ グ生命保険会社等の民間会社によって大規模な

改良事業が行われている事はアメリカの一つの特徴とし

て考えられる

不良住宅地の改良については、日本でも戦前試みられ

た所であるが、一つの地区を改良しでも別の所に叉不良

化する地区が発生することが報告されて居り 、これは今

後の諌慰のーっとなるであろう 。

4 、衛 星 都 市

第一次大戦後の時代は電力事業の発達と鉄道網の完成

と電化の蒋代であり、全国的規模におけるこの送電線と

鉄道網とは、 E器楽と人口の配置つまりは都市の位置を改

めて見直すべき契機となった。工場の規模が大きくなっ

て都市の周辺にどんどん建設され、一方都市の中心部の

商業地が膨脹したのもこの時期である。

一面に牧歌的な夢をもっていた田園都市、或は叉田園

郊外も大都市に結びつけられる。都市に対する衛星都市

の関係としてである η その上に防空上の要旨青が加って池

方とし、う 背景の中で都市が検討されることになったご

R.  Unwi n， Whi t t en， P. Wol f ， T.  Shar p 等の衛星

1933年の C. I . A. Mの会議で

も地方計画が坂り上げられてい

る。その宣言( アテネ簸主主〉の中で

「都市と農村とはお互に切り離す

ことは出来ない。所語地方という

単位の要素である。いづれの都市

に於ても地理的、社会的、文化的

政治的の地方にその発展はか L っ

て居り 、その一部分となっている。従って都市の外国と

環境を形成している 地方から都市だけを耳支出して考える

ことは不可能である。 一」 と述べている。

戦後、 1946年英国では新都市法が制定され、14の新都

市が選ばれた。この中 8 都市が ロシド γ 周辺にあり 、ロ

シド γ の膨肢を防ぐための衛星都市として建設されるこ

とになっている。 9 都市は既に着工され、公営貸工場や

公営住宅の建設が近隣単位を基本とした計画に従って建

設されているのは既に紹介されて いる通りである。住宅

地は近隣単位から成り 、コ ミュニテイの施設をもち、理

想的計画が実現されつ L ある。 ( 第7図〉 しかもこれか

らは単なる郊外都市ではなしこの都市内に職場を もて

るような産業を配置している事、叉都市計画と公蛍住宅

とが一体として建設されている点は忘れてはならないで

あろう 。

5 、近 隣 単 位

アメリカに於ては、自動車専用道路の問題や、交通事

故の問題を契機として 、住宅地の織成の原理として近隣

単位の考え方が起って来る。 ドイ ツに於ては国土再編成

第5図 カリフオル二アの郊外住宅地計画

( 有機的計画の伊tl)

17 



第6図 Ra dbur n の住宅地 ( 歩道と車道が完全 iこ区別されている〉

の理論として同じような日常生活圏の構想が原理として

取り上げられた。

戦前のニュ ーョーグ地方計厨、戦時中の大ロ γ ドン計

画或は戦後の英国の戦災者l( 市復興計画などいづれもこの

近隣単位を都市構成の基礎においている。 τ boma s  

Sharp が Exet er の戦災復興計画の中で述べている説

関を引用すれば、次のようなもので、ある。

「近隣単位の計画は二つの主な目的がある。一つは都

市社会の健康さを助長することであり、他の一つは、家

庭、庖舗、学校などの日常生活に必要ないろいろの施設

の便利な節置と結びつけとを図ることである。一一組織

立っていない現在の大都市は全体としてとらえるにはあ

まりにも大きすぎる。個人対個人の接触、グルー 7 ・対グ

ループの接触も 困難になる。都市に対する関心は失われ

市民は山ノ手、下町といった階級に分けられてしまう。

近隣単位の目的とする所はこのような大都市の病気を癒

すために、 近隣の意識をもちうる大きさの単位に分けて

その中で山 ノ手 k か下町という階級の融合を図ろうとす

るものである コ

一方近隣の意識をもちうる集団の大きさを決める事は

不可能であるが、社会学者の方で、人口一万が適切な大

きさに最も近いと考えられている。普通の都市では一万

の集団は中心から歩いて10分伎の範囲である。一方では

広い範囲の性格や職業の人を含むべきであるし、他方で

は、お互に顔見知りになれる程度に小さくなければなら

ない。一一社会的に最良の大きさは更に論議されるとし

ても、日常の利便のために適した犬きさは正確に出しう

る。一一

日常の利便の為の施設の中最も基本になるのは子供の

18 

教育である事は疑いない所である。11才以T の小供達は

通学途上で幹線道路を横切るような危険はさせてはなら

ぬ。この事から人口 5∞0としづ大きさが考えられるが学

校の選択出来るのは望ましい事だからこの 2 倍の10∞o

という大きさが考えられる。 一一 l

このようなわけで ｅｸ･ ｴ･ｲ の計画では者ｾ市を ＱＰ 笛の

近隣単位で構成している。近隣単位. の大きさやその中に

含むべき各種の施設については、いろいろ基準が考えら

れて居り 、叉国や地方によって異なっても止むを得ない

ので、ある。

マンチェスタ ーの戦災復興計画でも同様に近隣単位と

いうものが、利己と冷淡に満ちた都市の生活を否定し、

町や村に見られるようさ親密な社会生活を取戻すための

ものであり 、更にそのための場としてコミュニテイセ γ

ターの重要性を述べている。

近隣単位に限らず、もっと広い意味で者f》市コミュニテ

イの中心施設を、同じような都市社会の健康さを助長し

或は人間関係を確立する為の場として主張しているのが

C.  1. A.  M. の第 8 回会議の主題となった rCor eJ であ

り現代社会のモニユメ γ トとして、その紀念、性と造型性

を追求しようとしているものである。

都市を一つの目標に向って組織し、統一しようとする

事は、現在の都市の機能の被雑さからみて、まづ不可能

に近い事である。都市を人間の生活のための容物と考え

生活するために最も健康で且つ便利なものとして組織し

ようとするのがこの近隣単位の考えである。その構成の

基本となっているのが主として消費生活の閣であり、生

産に関する菌について直接には触れていない点が今後の

問題として残るであろう。



級住の分離が完全に行われ、しかもコミュニテイ施設

の利用が充分可能な条件の下ではこの近燐住区の構成は

その偉力を発揮する事であろう 。

6 、われわれの問題

日本に於て都市計画が法制{ じされてから約 30 年にな

る含270 の市では都市計闘が立てられ、・ 各種の事業が行

われている 3 戦災復興計画 も諸々と実施されている 3 し

かし何が今迄に為 されて来たかを考えると 、先人の努力

は尊いとしても 、すべてがこれからであると考え られる

のである。

都市をつくっているのは市民であり都市計闘を突現す

るのも市民でなければならなし、。従来の日本の都市計画

が官公庁に於て主として考えられ、市民の生活を束縛す

るような揺で印象づけられてしまった事も充分に考えね

ばならない惑でゐる。

市民の基盤の上にたつ都市計画で・あった事が田園都市

以来の外国に於ける都市計画を生み出して来た原動力で

あり 、叉今後も都市計画を充分に発煽せしめて行くカと

なる事であろう 。交通の問題も 、不良住宅の問題も工場

記む

。 ' "・"

第7図 St ev enage 新都市の近隣単位計画図

公害の問題もすべては、解決されねばならない問題なの

である。 ( 筆者 市大王良工学部中沢研究室〉

7 月 号 誰れにても作れる胴縁製家具 正 誤 表

1 E 久 は 補 足

5 本 や10本 で は 実 際 は 倍 位l士

古、》る? でろう

l 醐 1. 6 9

延長 4 7. 0 4 尺'

.  .  .  .  .  .  
1. 5  9  x  8  =  J  2. 7  2  

格別の怠味は

前述の
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施 工 法 の 変 遷 と 将 来 の 見 逼 し

1. 戦 後 の 施 工 技 術 の 変 遷

回顧すれば、昭和20年の終戦を契機として現在に至る

数年間に、建設技術の施工法は昔日のそれと比較して全

く遜色を見ぬまでに進展し、従来ややもすれば手工業的

製産法や加工法が一変し近代産業形態を整える程に大き

く転換を見て来た。想えば建築技術は戦争中期より動員

による労務者の技伺低下、資源、の行詰り、輸送能力の貧

弱、技術家の建設意慾の放郎等に起因して敗戦と同時に

は全く組悪なパラック建築工法のみが存在したものであ

った。

然るに終戦と同時に迎えた進駐軍工事は基地の設営に

兵舎、宿舎の施設に於て全くわが国建設技術の啓芸誌をも

たらし、施工技術向上への研究努力を促進せしめてくれ

た。 これは建設技術 のみでなく E に麻簿せんとしたわが

国産業界全般にわたったもので‘ ゐった。

まず輸送力の復元に始り、工場の整備、生産方式の再

出発は逐次粗悪資材を追放し、工程の短縮は施工方法の

改良変化を促進 した。Ji! Pち施工の機械化が登場した。叉

利用者本意の建築工法として、主体工事と設備工事の一

元化に基地設営に兵舎建設に英他あらゆる施設に新しい

指針を与えられた、施工技術改良研績が建築界に新しい

課題を提示 してくれるに至った。そして戦後の急造建築

の施工の瓶惑を時日を経るに従い追放する基盤が一歩一

歩確実に築かれる様になった。

想えば終戦当時は軍施設工草に於てすら先ず資材欠乏

が挙げられよう 。一本の釘、一枚の硝子、ー援のセメシ

トすら自由に得られず、加えて動力源の電力やガソリシ

も得られず、凡て手工業の手法に委ねられ、一切の機織も

器具も箪工事以外には見受られなかった。当時はセメシ

トもプラスターとして闇売りされ、軍のE タイプのセメ

ント f i 全く吾々が垂誕禁じざるもので、ゐった。一応当時

日 野 勝 安子

を回想してその変涯を見てみよう c

斯くして昭和22年末辺りより漸く軍工事の建設速度も

鈍り戦災復興の槌音が本格化して来た。殆ど当時は木造

の紙悪な建設物が多く 、鉄筋コンクリ ー ト等の本格化ピ

ノレの実現は未だ当時に於ては到底望むぺくもなかった。

資源の不足は構造方式の改良や工夫を要求した、例えば

片流れ式の商庖建築の工法が神戸元町に出現を機に各所

に実現された。戦時中の代用品は特殊なもの以外は産業

界の復元につれてその粗悪なものは順次に姿を消したっ

例えばアッシユ、煉瓦はJ腕ピノレの古煉瓦にすら劣り 、その

後プロッグ工法にまで進展して来た。

そして都市の再建整備の進捗につれピル建築復興にさ

きがけとして所謂ピノレ移動の工法の研究が始り、業界に

新しい課題を生んだ。即ち都市計画による市街地道路の

拡張による既存貫盆物たるビルデイングが有姿のまま移

動再建工法が考えられ、昭和24年始めより各都市に於て

銀行建築がこれの先綴をつけ各種の工法が案出された。

これは主として資源愛と工費も新築の場合より割安且つ

工期の短縮等の諸利雄が考えられるが、近代装備や事務

の能率的な検討からは勿論疑問が残っている。が兎に角

戦後の新工法として登場したもので、現在では延坪も1，

α)() 坪階数も劉噌の数千トシの重量建築物が自由に移築

出来る程になった。そして治安の回復、経済界の復興に

つれて、漸く建築工法も組恵性を追放して昭和24年に入

って、都市復興は建築よりのスロ{ ガシが都市不燃化の

促進の声と共に本格的となり漸く鉄筋コシグリ{ ト精進

工法がカムパッグして来た。それまでは戦後鉄骨' 構造が

軽微な工場の一部復興や進駐軍工事に採用されていたが

建設省基準型としての集合住宅が全国各所に現われて来

た。 これは構造的に見て在来の柱梁型式を脱した壁構造

で、利用鉄筋も細物の9- 13併程度でJ 漸くこの頃に至り
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セメシト施設もやや石炭の良質によって向上を見たが、

未だ本絡的とは去えなかった 3

一面23年 1 月1 日よりは旧市街地建築物法の適用が全

面的に復活し、次いで11月 1 自に臨時防火建築規則が制

定されて、施工の聞にも対策が泌ぜられ漸く復元調を幣

びて来た。叉設i. r 十掘に於ても 、昭和24年を中心として木造

建築l主漸く本絡的となり 、先ず公共的な建築が復元の先

遣を承って来たー然し当時は労務者の技阿も低級で、資

材も未だ良質とは行かず、施工後その宙実点が各所に見受

けられたν 反I爵終戦直後に起った寧設蛍工事は材粉に相

当厳重な査定があった事が幸いし包悪品は劉合に少なか

った様に思う。そしてこの頃より漸次コシダリ ー ト工事

が登場して来たが、何分人力以外の機械力は極度に不足

し、これも軍の機械力には到底比絞にはならなかった。

焼残りのそれ等を補修してのコングリ{ ト工事がスタ ー

トをしたのも昭和24年の始め頃であった。 そして復興の

軌道にのった繊維界のプームに各所の工場の修理が始り

新設中学校のご階梁の大梁等に鉄骨工事の原始され、久

しぶりのリベット打ちゃ久しく絶えた電気熔探のスバ -

F が建宅建施工煽に復元色として迎えられた、続いて金正独

界の各所蛍業所の新設工4 が本絡的に登場し、建設省の

集合住宅の出現と相伐って待望の鉄筋コンタリ{ ト工事

がミキサーの廻転音も漏らかに復興調を呼びかけ施工技

術が一応昔日の悌へを偲ぶべく努力研鎮のスタ ー トが切

られた。 これ等の本格的な鉄筋コシグリ ー ト工事( 主従前

の施工法とその性絡が異って現われた。即ち戦後はア d

リカ方式をこの分野にも大きく取り入れた。即ち、打放

しコングリ{ ト仕上、磁練りコングリ ー ト配合、振動打

ちコンクリートの実施、A E コングリ ー トの活用、離型

剤の使用、型枠工法の改良等がクローズアップして来た

反面コングリ{ ト施工用機械績も恭しく改良進歩を見、

加えて各種パイプレタ ー、 エアメーターの出現や、骨材ー

言十盆器の精密度の増加、運搬車の利用改善工夫等が考案

された。材料も早強セメ γ トの復活、セメシ ト品質の改

良、骨材に砕石利用、設計強度の地加、異形鉄筋の出現

等は、昭和26年の所謂ピノレブームの基盤をなせるもので

施工技術もそれに応じて全く素晴 しい進歩の跡が見えた

次いで最近は米国式なレデ ー ミダストコンクリ ート の酎

給所の創立となり 、機微化の建築施工技官jj に大きい改良

が加えられて来たので- ある。

昭和25年春より昭和26年を原点、として六大都市がどノレ

ブームの競演をして地下の深層なケ ーソγ 工法の採用と

なり 、更に地上 9 層を最街としたピノレが続々建設され、

仕上工法並に設備工筏共全く終戦当時は夢想し得なかっ

た建設技術の超スヒード的進歩のお録を作った。勿論こ

の間新材料の輸入や屋内生産力の充実はあらゆるi . H i でこ

れ等の建築純工技術の進歩に大きい協力をしたものであ

る。更に現場作業も機械的切替えがなされ、特に土工事

に於て見るべきものがあり 、工期の短縮や雨中作業等の

難問題を紛送能力の復元 と共に解消している。

仕上倒も床材: 併を始め各種の防音資材・や塗料の改良が

完成し、各種の照明器具や暖冷房等の設備工法の技闘の

進展と柑侯って、採光に遥風に異常な質的府上を見てい

る。

斯くして戦後に於ける建築施工の問題は近代産業の一

翼として大きい分野を分担する企業である惑は何人も否

むことの出来ない事柄となった。

2. 将来の見通し

講和締結により欧米の施工技術の流入速度が一躍増加

し、街を速る自動車も大都市では欧米の新車が殆どであ

る如く 、建築施工技術も今後急速に欧米の総てを取り入

れる事は必至であろう。設計面に於て基準法による統制

法はあるが、まず構造の進展が中心となり施工法も大き

く変化するものと考えられる。

まず p. S. コシ グリ ー トの建築的な取扱い方や、シエ

ーノレ構造の普及、軽量材の利用即ち硝子叉は縫盈コング

リー ト材、アルミニュ ーム材の構造的活用化、合成樹脂

系の新建築材料の普及化等も考えられよう 【

更に耐火建築としてブロッタ建築の利用皮哨加延いて

はレデ ィ{ ミキスドコシグリ ー トの活用や市1強度鋼材・の

出現に伴う電気熔接工法の進展は都市騒音の防止と構造

の簡易化を生むものと考えられる。勿論建築施工技 ｗＮ ｩｾ 主

新機械や新材料の出現や各種関係法令等によって相当の

影響を受けるものであり 、例えば新機械が登場すると 、

それにつれて施工方法が変化し、技術が改良進歩するも

ので、技術と機織は相関連 して互に発展するものである

叉欧米の科学の進歩が生 む 新ｾ Ｎ料 は直ちに流入して在来

の工法に変化を生むものである。アメリカでは建築(i 生

産工業の一種なりとの見解す らある自であるが、資源的

や地理的に考えて、わが国では中々突現しないと思うが

少くとも今後の施工技術は経験主義より科学的合理主義

にt修行することは必至と恩われる。更に激しい生存競争

は工矧の短縮性を要求することも必至と思えるものであ

る。 ｾｮ ち従来の現場製造加工の過程を省き 、 完備した工

場で而も熟練した技術のもとで生産され、現場では只搬

入された製品の取付組立の作業宏すればよい嫌に今後の

施工方法は修行するのではなかろうか。即ち、今後の建

築施工技術の丸通しは従来の手工業的より解放され近代

産業形態の確定へ転換すペき趨勢にあるのではなかろう

かコ L筆者株式会社竹f T 工務j占技師長)

円 Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ｬＱＱｬＱｬＱ ｮ ｉＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱ ｉＱｉＱｉＱｉＱｉＱ ｉｕｉ ｉＱ ｉｉ ｉＱ ｉＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱｕｉｉｉｉｉｉＱＱｉ ｉＱ ｉ ｉＱｉＱ ｉｉｉｉＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱｊＱｉ Ｑ Ｑｉ“ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱｕｬ ｾ
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これからさき住宅事情はよくなるだろうか、わるくな

るだろうか、そのような予想をつけることは割合に容易

である。戦後 8 年も経つというのにまだ控え目に見ても

320 万戸の住宅が足りない。 i 今度こそは・」と宝くぢ

を当てる程の頼りない気持で申込む「公蛍住宅」にも 1

戸に 100人からの住宅困窮者が殺到する。それに入れな

くても、やがて入った人のお古が安く廻って来ることも

あるだろうと果ない望みを抱いていると 、そのしりから

大火災、台風、水害等々が古い家も新しい家もかっさら

ってし、く 。そしてやっと平和になったと思うのも束の間

また再軍備だのM S Aだの戦争準備に懸命になりはじめ

た昨今、国民の住宅はますます建つ可能性がうすれてし、

くようだ。

これで住宅問題の見通しが明るいと思える人は、いま

大きな家にゆったり佐んでしこたま金を儲けている人か

さもなければ世の中の空気を肌で感じることのできない

鈍感な人々で、ある。

「見通しをたてる」こ とは手相見の運命判断のように。

予想をたてるだけではつまらない。悪くなると決まって

いるなら聞かない方がましである。 i 見通 しをたてる」

ことは 「それならどうするべきか」 という将来えの行動

をふくんでいるから大切なのだ。それには現在までの経

過や傾向、そ うなってきた原因を充分検討する必要があ

る。そのために住宅問題の変涯を知ることは大切である

しかし住宅問題が社会問題として発展した明治以降の

変遷を見ることは紙面で、許されないから、さしあたって

戦後のうつりかわりを主にして、その中で社会問題とし

ての住宅問題と同時に、建築としての住宅の変遷とその

見通しについても考えて見たいと思う 。

女性 宅 問 題カ

応 急 住 宅

1945年 8 月151 : 1 - 日本は完全に敗れた。 I聖戦」を信一

じて 「ほしがりません勝つまでは」で慣らされてきた国

民は、敗戦によってひどい ショッタを受けた。 しかし平

和の到来はもっと 大きな力で、衣食とともに国氏の基本

的な要求である 「住宅J の問題を国民の心の中によみが

えらせた。

しかし国民のまえにさらされた住宅事情は、戦争指導

者たちが破壊消防と称して自らの手で取援した55万戸の

被疎開住宅、ア メ世カ空軍の無差別ジユウタシ爆撃で焼

払われた 210万戸の戦災住宅、復員兵士や海外引揚者の

帰還等大量の人口移動によって 4∞数拾万戸にのぼる絶

対的な住宅不足数としてあらわれた。

この極度の住宅事情を具体的に代表 していたのは、焼
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跡へ焼残りのトタ γ やレ γ ガ、木暦等を拾い集めてこし 炭鉱労務者住宅は、労働者を炭坑に固定させ、家族持

らえた 3 - 6 坪のみすぼらしい綴舎住居であったが、19 にして定住させ、熟練工をつく‘ り稼働率をあげる、とい

45年 5 月( 戦時中〉で，* 京都焼野ヶ原にはすでに 7 万戸 う資本の要求に基いて大量の給与住宅として建設され、

24万人の人々が住んでいた。最も恐ろしいことは栄養失 政府はそのため1947年復興金融金庫から建設資金の全額

調になったこれらの人々が、来してこの様舎で冬を越せ 融資、必要資材の優先的供給を決定している。その結果47

るか どうかということで・あった。 年 1 月から48年上期までに 7 万 3 千戸の炭鉱、住宅、3 千

この窮迫した問題にせまられ 8 月29日東久遁内閣は「 戸の硫化鉱l I E. !鉛鉱の労務者住宅が会社の住宅として建て

越冬計画」 として 6 坪 2 室の応急簡易住宅30万戸の年内 られた。それらは国庫補助の計画住宅の大半を占めて い

建設を発表しなければならなかった。 しかし資材 ・労力 るc それでは国民のための住宅はどうか。この時期の住

・土地・ 資金の裏付けもない机上計画にすぎなかったこ 宅生産は昭和23年に67万戸、戦後最高の山をつくったと

の計画は、翌年 3 月になっても僅か 4 万 3 千戸という逮 詩話十は伝えている。しかしその中で国民の犬部を占める

々たる歩みで、年内30万戸は及びもつかぬこと明瞭であっ 低賃金勤労者のための公営住宅建設は、たとえ山をつく

た。 っているとは云え、46年2 万 6 千、 47年 3 万、 48年 3 万

慌てた政府は急場しのぎの対策を法的措置に求めたっ 5 千戸という微々た え数に留 まっている。1946年には東

11月16日発令の住宅緊急措置令がそれである。穣災建物 京都高倫に戦後始めての鉄筋アパート 48戸が計画され、

非住家建物、祭、空住宅、使えそうなものは何でもアバ ー 逐年不燃住宅が公営住宅建設の中で占める比率は大きく

トイじするC しかしこの伝用で生じた住宅数も49年までで なって行ったが、一方公営住宅がますます低収入l弱から

7 万 2 千戸余にすぎない。翌46年には「余俗住宅開放」 離れる傾向を生じていった。

が令の一部に加えられたが不徹底と情実の 下に 3 年間 5

千戸を開放しただけである。 しかも応急住宅とし、L 、転用

住宅といし 、2 - 3 年を経ずしてスラム 化し、しかもそれ

らが現在なお恒久化して残存していること正、 日本の住

宅政策の変遷の一部を示している。

1946年 8 月借地借家人保護を目的に した [ 躍災都市借

家借地臨時処理法、 9 月には地代; 家賃統制令、 47年 5 月

には臨時建築等制限規則が公布されて弓寝不急建物の禁

止、 住宅規模を12坪に制限等々、この 2 - 3 年住宅に関

係した一巡の法令が連発されたが、実質的な建設は殆ど

なかったc

この時期をこれと対照的に特徴づけているのは昭和21

年を山にもつ占領軍の兵舎と宿舎の建設である。そのこ

とは敗戦後の国民経治に多大の負担をかけ、建設力の大

部分をその方に集中させただけではなく、やがて「基地

日本」を運命ずける布石になっていた。

炭鉱労務者住宅

1947年から48年( 昭和22- 23年〉 といえば、物凄い勢

で 「炭鉱節」が流行し始めた時代であった。社会党の大

臣が徳一つで炭鉱視察するというゼスチ ュアーもこの時

代に行われた ー

住宅政策と建設の国でもこの時代の最も特徴的な函が

「炭鉱労務者住宅J の建設にあらわれている。それらの

事柄はどんな役割を果したのか。敗戦後一挙に縮少され

た生産方式を基本産業の育成を通して拡大再生産するこ

とにより独占資本の立直しを計ろうとする所謂 I傾斜生

産 方 式」を助成する役割を果していた。

住宅金融公庫

この傾向はアメリカからドッヂ氏が来て声閉を出し、

それに基く経済安定九原則が昭和24年度以降の予算に反

映するようになってからますますひどくなった。 ドッヂ

氏は「日本国民は戦争の結果として長期にわたる困苦と

自己否定のほか何物も期待できぬことを認識すべきであ

った。それなのにー」国民はゼイタ F だときめつけ、 「

政府は支出のうち生産的用途に振り向けられるものが余

りにも少な過ぎた」これからもっと資本を擁護せよと声

関した。その結果歳入では96% を勤労者層の血税からと

り、わずか 4 %が法人税。 一方使う方、 設出の方では40

% 強が独占資本の手に直接入り 、公共事業費、社会的経

費等は17% しか出ないとしづ予算が組まれた。住宅の予

算は1 7 %のそのまた一部である。 この時代を政治的に見

れば独占資本の労働者階級に対する攻撃が官僚機構の整

備、全官公職員に対する新職階市lの強要、罷業権鎖l議等

になって現われている。

そのような経済及び政治情勢下に住宅建設は急激に坂

を下り始めた。公蛍住宅にしても48年の 3 万 5 千戸は、

49年 2 万 4 千、50年2 万 6 千、 51年 2 万 4 千、と 下降し

49年度公営住宅建設費は公共事業費の枠に押さえられて

25(;怠しか計上されなかった。一方公務員住宅と称して一

般行政裁から49年- 51年の 3 年間に36億支出されている

がそれらは部課長る級の高級公務員にあてられている。最

も広範な勤労者国民階層に対する住宅建設は、初めから

応急住宅一炭労住宅と敏行的な形をとってしか現れず、

49年には公務員住宅へと上滑りしながらますます影うす

お



れて いくなかで、1950年 5 月6 日に「住宅金融公庫法案 宅政策におりこもうとする傾向を生じている。

」が公布された。

その規定は住宅資金融資の対象として、①自ら居住す 不 良 住 宅

るために住宅を必要とする者、①住宅組合法による住宅 1951年には関東関西一円の大都市における不良住宅地

組 合、①自ら居住するために住宅を必要とする者に対し 区調査が行われ、その改善が問題にされ始めた。 そのこ

住宅を建設して賃貸する事業を行う会社とその他の証人 とは「もはや国民全般にわたる住宅問題は一段落ついた

を挙げている。 これらの人々や団体は住宅建設資金の7. これからは不良住宅の問題だ。」という印象をすら与えよ

碍 J を借りられるが2. 5害Jは頭金として用意しなければな うとじていた。果して一段落ついただろうか、皮肉にも

らぬ。①の自ら居住するために住宅を必要とする者は、 不良住宅は不良住宅地区の問題ではなく 、 日本全地区の

この年になっても4∞万を越えていた。 しかし頭金2. 5割 ことを示すような事柄が続出している。

(12坪住宅にして約10万円〉をポイと出せる金廻りのよ 1951年に、なお同居と過密居住に悩む 175万世稽があ

い人はこの中の一部に過ぎなかった。結局この法案が大 る。 3 帖に 6 入、 2 帖に 9 人などの超過密状態が添寝を

いに歓迎される対象は始めから①・・事業を行う会社にあ している赤ん坊を圧殺した事件が しばしば新聞に掲載さ

ったのだ。それを助成する祉は5(昨 ( 昭25) 度の住宅建 れている。 しかも、これらの同居や過密居住が敗戦後 6

設戸数にあらわれている。当時の住宅需要市場が公蛍佳 年を経た今回 、都市では半ば諦め半ば常識となって人々

宅印 % 、低利融資住宅25%が適正だと考えられていたに の生活態度の中で固定化し癒着しようとしている。 これ

も拘らず、建設は公営 2 万 6 千戸に対し、公庫住宅 8 万 が不良住宅でなくて何であろう。

戸で全く逆比率である。 既存住宅の荒廃腐朽が年々促進されてし、< 0 それをく

いとめられない理由は低賃金政策と高い税金にあるつ修

産業労務者用住宅 絡をすれば課税が僧える 、借家ならそのシワヨセが庖子

1951月7 月に公営住宅法が公布された。 この法律では へくる、し‘ ずれにしても不当な課税が住宅を喰いつぶし

公営住宅の建設とその管理の責任が地方公共団体に為る その結果l主戦後の台風被害の増加に茨れ、少し強風がふ

ことを明確にし、その区域内に |低額所得者の住宅不足 けば到る所で潜在した老朽が倒壊家屋となって現れる。

を緩和するため必要があると認めた」場合国の財政のゆ 風もなく雨もない静かな一目 、突如家鳴して崩援する住

るす範囲で予算を計上し公営住宅の供給を行わb . fまなら 宅が新聞にのる。老朽の極みま下位み荒されていく日本

ぬことになっている。ところで51年の全国住宅建設官数 の犬部分の住宅、それが不良住宅でなくて何であろう 。

は21万戸、法令だけ整備して戦後 7 年最悪の年になって この事情をさらに悪化させている水筈 ・火災 ・地震等

いる。 々のいわゆる天災が、笑は天災ではなく 「人災」であり

1952年この公営住宅法にもとずいて、公営住宅建設三 「政災」であるということは国民の間では常識化してい

ヶ年計画なるものが打出され、1952 - 54年 3 年間に毎年 る。

6 万言宇18戸建設する計画が立てられた。そしてその舌の しかし、 この不良の平均化した国民層の住宅の中から

根も乾かぬうちに 4 月国会で決定した実際の予算は、第 さらにひどい新しいスタイルの不良住宅が、戦後アメリ

1 期分に対し町意2 万 5 千戸分であった。11月の補正予 カの占領下tこ芽生えていた。そしてそれは講和鍬句の発

算に残りの84億 3 万 5 千戸分は24億 1 万戸に切ー下げて主要 効とともに全国一斉に毒々しく開発し、再軍備、昨今で

求されたが全部蹴られてしまった。そして金融公庫に対 はM S A 軍事援助などの動ききとともに、ますます成長

する30(;意 (90∞戸余) だけが通過した。 しつつある。それは日本全国 7∞ ヶ所にばらまかれた基

30億円で 9 千戸分の公庫住宅の予算は通った。 しかし 地の住宅問題である。悪水一一空軍基地立川 iでは)11や弁

24億で 1 万戸分の公営住宅の予算は否決された。なぜそ 戸にガソリシが浸透し全く飲むことができない。立川|の

んな馬鹿気たことが行われるのだろうか。 住民は給水車から一日パヶツ 2 杯の給水を受けるだけで

公営住宅を無視し融資住宅に偏執するこのような傾向 ある。騒音一一九州、版付では 1 時間に40台の割合で( 朝

は、1952年には明確な意図としてあらわれる。それは産 鮮戦争中〉ジェ ット機が発進し 120- 30ホンの疹痛に近

業労務者用住宅供給法案」の作成でまうる。単独講和と日 い騒音が終日続く 。周辺の住民は不自民症に陥り学童は蒋

米行政協定による日本再軍備の前進、軍需産業の育成、 しく学力低下している 3 風紀一一素乱という点ではあら

そのための合理化促進等々一連の動きが、かつて傾斜生 ゆる基地で共通、北海道千歳町では住民 4. 人にバ γ バン

産方式下に炭鉱労務者住宅を重点的にとり 2らげたように 1 ・人の割である。金儲目当に殆どどの基地でも一般民家

いままた軍事産業のための産業労務者住宅を重点的に住 がパシバン用貸間蛍業をやっている。犯罪一一加害者が

24 



兵隊で被害者が日本人の場合が殆どで 、被害者は泣寝入

という状態である。

む す び

誤った戦争力: 日本の住宅問題を極度に悪化させた。そ

していま再び戦争への道程が、住宅問題の来の解決をひ

きのばし、備則的な発展の方向へ引きずりつつあること

を、これまでの変避で見きわめることができる。そして

最も憂うべきことは戦争への道程が強大な外国の力によ

って指示されていることである。

現在その目前にさしせまっている問題は再軍備であり

その具体的な形はすでに基地およびその周辺の住宅問題

としてあらわれている。 しかしそれは墓地周辺に限られ

た問題ではなし 、。 730もの基地が日本にあることは、 日

本の何処でもが基地でありうる証左である。 しかもその

可能性は現在、憲法改正の声やM S A 軍事援助等におび

やかされつつ一層濃くなりつつある。

そのような中で・住宅問題の解決を真実国民の方向へ導

びく最も具体的な方法は、 「基地日本J を造ろうとする

一切の事柄を喰いとめる努力をあらゆる分野から払うこ

とに始まる。そのことが具体的な住宅問題の解決の前に

ある根本問題である。 また、その努力を払う行動の中に

直接に住宅問題を解決する途がふくまれていることもあ

りうる。たとえば基地接収反対斗争や基地撤去の運動の

成功は、その町や村が植民地的なスラムに陥ることを救

っている。

交戦 後 の 住 宅カ

新しい住宅のあ り方

戦後、日本P 住宅建築のあり方に対する批判がまず起

った。新しい経験としての民主々義による一時的な解放

感巡法第25条に示された 「すべて国民は健康で文化的な

ー最低限の生活を営む権利を有する J 等々のことが、日本

の住宅の封 建附 主絡や、反社会 的 なｾ張 主 義に対して議

論をまき起す思想的な背景をつくりだした。たとえば玄

‘ 関や座敷のための住宅、主人本位の住宅を、家族のため

・の住宅、個々のプライベシ f 尊重としづ方向へもって行

くことが新しい住宅のあり方を具体的に示していた。

和製 リビングキチン

これらの考え方は、戦後 2 - 3 年たって12坪内外の小

イ主宅が建ち始めるとともに、それらの中で部分的にとり

あげられる結果となった。入口を開けるとほんの僅か靴

' や下駄を脱げるだけのタタキだけを残してすぐ板敷の広

間( といっても 6 帖ていど〕で、ある。広間の一部に台所

があけひろげに設けられ、その近くに食卓と椅子がある

この家で一番大きいこの部屋は食堂であり居間であり同

時に応接間、そして職業によっては仕事場でもある。 こ

のような居間に対する機能の集中は、12坪という小住宅

において面積合理化の苦肉の策であった。客から丸見え

の炊事場もそのことのために却って合理的に説明された

そしてその様なプランがアメリカ流にリピングキッチ γ

などと呼ばれることになった。 しかしりピ γ グキチシは

加工された料理が高度に商品佑され、あるていどゆった

りした広さをもっているアメリカの中流住宅では、整 理

された台所が食堂や居間全体と家庭的な雰囲気をかもし

出すかも知れないが、未加工の食料がせまいパラッグ式

建物に持ちこまれ、ガスがなければ木炭やせいぜい石油

コシロで煮炊される炊事場では、体裁の点でも能率や衛

生の点でも余りよい結果にならず、結局カ ーテ γ で・も垂

らして仕切るのが落ちであった3

こうした無理なやり方は18- 25坪ていどの小 ・中住宅

が公庫や自己建設でできて来る頃には次第に影をひそめ

た。 しかしリピシグキチンの椅子式の生活は、現在建つ

新しい住宅の食堂鍛居間を支部し、そのような居間が住

宅平面権成の中心となって時代の傾向を特徴づけている

かつて洋聞は客室として住宅の一部にとり入れられ、そ

れがいわゆる文化住宅と称する中産階級住宅の 1 つのミ

エを作っていた。戦後はそれが居間の生活にまで拡げら

れそれが中心になっている。そしてこの傾向は一面では

アメリカ文化の模倣も考えられるが他の菌では、やはり

時代差、つまり正座や座ることの不得意な若い層の成長

衣料や社会的生活における生活様式の変遷を基盤にして

進められてし、く 。

小 住 宅

しかし、戦後日本の住宅のいちじるしい一つの特徴は

「小住宅J ということにあらわれている。建築制限によ

る12坪の制限は1948年に15坪、 49年には30坪、50年には

無制限になったにもかかわらず、建設される住宅の多く

は15- 20坪ていど。蛍光灯がm燈に変ったり 、電気洗沼

器が使われたり 、新しいスタイルの家具調度頚が住宅を

新しく盤備することが部分的に行われでも 、家族数や家

族構成に応じた適正な規模を突現していくことができな

し、。

そのことは公営住宅に最もはっきりあらわれている。

それは戦後現在に至るまで依然として12- 15坪より進歩

しなし、。

これまて十こ示された、中産階級の小住宅における戦後

の新しい傾向、その中から 「いかにすべきか」 という見

通しをのぞむことはできない。 日本の住宅の本当の進歩

は、小住宅が小住宅にと f まらねばならぬ現状を改革す

ること、広い国民層の住宅問題の解決の中で求められて

いくべきだろう 。 ( 筆者京大工学部建築学教室劫手〉

お



型劃割割川酬酬1(1馴刷H川川1111川H川川川H川川H川川川川H川川川11川H川川川H川川州川川州H川川州H川州H州111川酬H川川川H川川H川11 建 築 運 動 の 変 せ ん

青罰訊耐耐11川川川川H川川川H川川川酬H川酬H川川11川H川H川川111川川111川川川川111川111川川川川川川川川111川H川川川州111川H川H川H川川川川川川111川1川11川川H川川川H川川11川111111111111111川 11 新 し い

と1刊川川川川川H川川川川川11川川川H川川川H川川川川111川川11川川川川川H川l

建 築 運 勤 11川川11川H川川川川!川川川H川川H川川川H川川川H川川川11川11川川H川川11川 11川H川川川川H川川川川H川lil川 岬H川川帰111川帰H濡i罷言

J Lム:ぅ'T

明治維新に際して、新らしい政府がとった「半封建的

組織を温存してその上に絶対主義専制国家を打立てる」

という方策は、建築界では、生産組織の封建的な形での

整備、技術者の傭人的図案家としての養成といった風に

現われ、それが建築計画を単なる末梢的な技術の問題と

すりかえる「日本的折衷主義」を生みだすもとになった。

当時来朝 して我国建築家に大きな影響を与えた外人建築

家が、当時欧州、|で盛んで・あった折衷主義の影響をうけた

・人々であった、 という事のためより 、我国では、始めよ

り建築家は到稼としてではなしに当時の洋風建築建設

としづ政府の政策に応えるための「官僚」として養成さ

れた。 とし、う事がより大きく考えられねばならない。

日本資本主義( 土、半封建組織とし、うゆがめられた基礎

の上に立って、やがてはなばなしく開花し、従って建築

家も国家政策の建築から、漸次長間建築の方えと進出す

るのであるが、彼等の立場はやはり傭人的なもので しか

ない。 日本建築、東洋建築の研究の必要な事が、辰野金

吾によって説かれ、工科大学に日本建築史の講座が設け

られ( 朋治22年〉、叉西洋建築に対する研究が進んでも

それはただ様式の研究のためであり 、単なる図案家的設

計より様式選沢主義に進む階程の 1 コマにすぎない。明

治42年の「我国将来の建築様式を如何にすべきや」の討

論会は、当時の有力な建築家を網羅して行われたもので

あったが、ここでは、或人は和洋折衷を説き、或人は全

く洋風に従えと主張し、叉豆主人は新しい日本の様式を創

り出さねばならぬとしたが、結局様式を問題とするに止

まり 、そのよって立つ基本的な問題にはふれられなかっ

た。即ち、. 様式はあっても芸術はなかったという感を深

くするのである。そして大正 4 年、野田俊彦の I建築非

芸術論」によって、始めて、折衷主義に攻撃が加えられ

絹 谷 枯 規

るが、朋治以来50年の年月を経て、やっと 、建築芸術の・

自覚が、この 「非芸術論」に見られるのである。

こういった摩史の上に、大正 9 年 「分離派建築会」が

東大の新卒業生を中心に結成され、 「過去建築圏からの

分離」を宣言した。それはウィ ーン・セセッ シ野γ にお

くれる事約20年、 しかもその透徹したレアリズムの影響

ではなく 、当時混乱せる欧州、| を風路しつつあった表現主

義の影響を強くうけた芸術至上主義的なものであった。

分離派に続いて大正12年には、 i屋信省蛍繕課の製図工、

技季といった下層の技術者層を中心とした 「倉IJ 字社」が

結成されるが、これも多分に芸術至上主義的な ものであ

った。 この 2 つの団体は、はなぱなしい展覧会活動を続

けるのであり、特に分離派( 主、その第 1 回展を大正 9 年

日本橋白木屋で、開いたときに、新聞京録、に写真入で紹介

され、 叉大正11年には平和博覧会が彼等の作品で催され

る等、その世間的影簿は非常に大きかった。 しかし経済

恐慌によ って中小炎本が没落 し、 大資本の独占化が進む

と、産業合理化の波にのった合理主義の影響は、建築で

は機能主義の輸入となって現われ、これが分離派等の芸

術主上主義者の大きな敵となる。分離派は始めのうちは

機能主義を否定するが、やがてしぶしぶながらこれ と妥

協せざるを得ないようになる。そして結局大正 3 年 9 月

の第 7 回展を最後にアカデミーの中に戻って行く 一方

創字社は、第 4 回展( 大正15年10月) の高層建築、監獄

草案、第 5 回展( 昭和 2 年12月) の労儲除館実にえられ

る如く、その活路を社会的テ ーマに於て見つけようとす

る。

合理化の波におされて、建築芸術の問題は、叉技術の・

問題えと帰ってくる。1925年グロピ ウスに よって発せら

れた国際建築宣言に応えて、 日本にも 1927年 7 月、 「日
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本イ ンターナショナル建築会J が生れる。 r国際連築」

の宣言は様々の反響をよびおこしたが、しかし、 日本の

過去にこの様な技術に底をおく合浬主義によって否定さ

るべき何者かが果して存在したで・あろうか。強いてある

とするならば、芸術32上主義の旗印の下に生れたばかり

の分離派位のものではなかっただろうか。何となれば、

それ以前の建築は様式こそ古いけれども全く技術主義的

なものであったから。こういった中にあってその果した

役割は、極言すればただ「豆腐の様な形」の流行を生み

出したにすぎず、それによって産業資本の合理化の要求

により応えたといえよう。

やがてフアッシ雪化が進んで、帝国主義戦争準備のた

めに準戦時体制がとられる。こうした事態の変化は、建

築運動の質をも完全に変えねばならぬ様にする。建築は

その発展の方向を見つけんとすれば、前代のはなばなし

い運動より 、 もっと着実に現実に根を下したものになら

ねばならぬ。 ｾｊ 字社はますます社会とのつながりに於て

ものを見ょうとする。昭和 3 年 7 月の第 1 回建築思潮講

演会には朗らかにこのことが看取され、やがて「建築の社

会的任務をその階級的意識に まで把握せんと しつつある

」状態にまで行くのである。そして昭和 5 年10月には創

字社のメムパーをも含めて当時の 「最 も優秀な進歩的建

築家母 150人」によって「新興建築家連盟J が結成され

l 新興建築の理論的並に技術的獲得」を目的として、活

発な行動を開始せんとしたが、社会活動団体であるとい

う一新聞の簡単なデマによって、アカデミ ーからの強圧

をうけ、忽ちにして解散する。ここに始めて| 日勢力の朗

自な弾圧が現れる。小市民的進歩主義者である彼等は何

らなすところを知らず、或は研究室に、或は事務所に戻

って行くが、戻るところをもたぬ下層の技術者遥は、若

い人を中心として「建築科学の獲得」のために「 日本青

年建築家連盟J ( 後に建築科学研究会〉を結成する。し

かし彼等が若く 、下層であればあるだけ「技術と学問と

の結合」は困難であった。そして昭和 8 年10月にはそれ

は会員相互の親陵機関としての 「青年建築家クラブ」と

なる。そしてニユ { スの発行と共に活発なクノレ ープ活動

( 学校グループ、向J l . 減グル ープ等が存在した) を行 うの

であるが、圏内に吹きすさぶファッシ ョ化の嵐の前に半

年にして「消滅」してしまう。

新興建築家連盟より青年建築家グラプまでの「建築の

階級的観点よりの理解」それ自身は全く正しし、。 それは

単なる外部からの借入れではなしに、それ までに建築運

動の辿って来た歴史の弁証法的発展であった筈である。

しか したとえ、つのりくるブ アツ シ，化の下に、旧努力

の弾圧があった としても 、斯くの如く 、もろくもついえ去

ったのは何故だろうか ? それは彼等技術インテ リゲンチ

111111111111111111111111111111111111111111川H

ヤのもつもろさと、それに底を置く建築運動のむつか し

さに原因するであろう 。 しかし次の様な見解もある事を

知らねばならない。高僑寿男氏は「青年建築家グラプを

願みて」次の様に述べている。 rグノレ ーフ・が搾固たる独

自の組織をもち、責任ある統制者をもった存在で、あった

ならば、グラブが最悪の場合解散に際しでも 、英処から

立直り第 2 のグラプが生れ得たわけであるが、事実クラ

プの消滅と 共にこれらグノレープも坊ぜ簡滅してしまったの

である。而してこの事は更に追究するならばグラ 7 "がか

かるグループの統制を計る謂わば F ラプ幹部養成という

事に余りにも無定見で・なかったかと想像せられるのであ

る。着眼 と創意をもち乍ら恒常的運用の点、に於て余りに

も自然発生的なものに期待しすぎたのではないかと惜し

まれる。J ( 建築と社会昭和12年 6 月号〉

かくて、この正しい流れの上にする建築運動をつく' 新

らしい団体は現れぬ。昭和11年には「建築家を中心とし

て造型文化に関係する各方面の専門家を糾合し」生活文

化と後: 接に結びついた工作文化のための団体として 「臼

本工作文化連盟」が生れる。 この中には曽ての建築運動

の中堅が多数見られるが、この妥協的な団体では、当時

益々反動化しつつある社会に於て何等前進的な意味を持

ち得ない。結果に於て、軍国主義の 下に御用組合的な存

在となってしまう。そして軍部の干渉の 下に国粋主義建

築が生れ始めるのである。一部の良心的建築家を除いて

殆どが、或は建築に於ける日本的なものの追究という美

名にかくれて国粋主義の普及に協力し、或は直接帝国主

義戦争遂行のための諸建築の建設に関係 し、 ここに戦前

の、アカデミ{ の諸建築家はもと より、近千匂主築家達は

みじめにも箪国主義者逮の職人となるのである。

無謀な戦争は敗戦を以て終る。 そして焦土の中からい

ち早く 、民主的な建築界を目ざして種々の団体が生れる

戦前の建築越動で苦労をした人々 、Jil Pち創字社、新興建

築家連盟の流れをくむ人々が中心になって出来た「 日本

民主建築会」は、地味ではあるが、それだけ鷲突に、し

かも重要な歩みを始める。叉前者より若い! 醤に属する人

々で、デザイナーを主とした「 日本建築文化連盟」が誕

生する。その他「関西建築文化連盟J r信文化協会J r  

都市計画懇話会J r観光枝術家協会J 等が続々と生まれ

或ものは機関誌を発行し( 言十函、住文化等) 或は展覧会

活動( 関西建築文化連盟〉を行 うことに よって対社会活

動を行う。そして1946年 9 月8 日には、 前五者によって

日本民主化のために各団体が相互に連繋するとし、うIl 3J期

的な 目的の 下に「全日 本建築民主協議会」が成立 し 「建

築界の民主的組織化活動、建築界民主化のために必要な

諸活動」等を行 うと規定する。 ここに戦後の建築運動は
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新らしい発展を見せはじめ、1947年 6 月28日にはその中 いつつ、自らを独善的孤立化か ら救い、民主主義的活動

心的存在で、ある日本民主建築会と日本建築文化連盟が合 の内容を高めようと努力した。

体 して 「新日本建築家集団 Ne w Archi tect ' s Uni on 会員は 8∞人になり( 昭和24年〉特に国土復興に関連

'{)f J apanJ  ( 略紘 : 新建. N AU) を作り 、その綱領を して安本、建設省を主力とした霞ヶ関班、東京都庁班は

次の様に高らかにうたうに至って、それは大きく前進し 多数の会員を擁し、その活動は活発であった事が報ぜら

て行く。 れ、叉学生では日大の様な私学の方に活発で、東大では

綱領 1 建築を人民のために建設し人民の建築文化 伸びなかった事、叉老壮年層がNA Uに加わる様になっ

を創造する。

綱領 2 建築についての総ての問題を大衆の中で解

決し実践する。

綱領 3 建築界全般を掩う封建性と反動性を打破す

る

綱領 4 建築技術者の解放と擁護のために斗う。

綱領 5 全国にわたる建築技術者の組織的結集を実

現し、さらに海外の建築技術者の進歩的運

動と提携する。

綱領 6 人民文化建設のために斗うすべての運動と

協力する。

以上 6 項の綱領を実践する基本組織として、専門商法

が設けられ、叉地域、学校グル ープの相互連絡のための

連絡班が設けられ、地方には支部を設けて相互の交流を

活発にする等々の方策がとられた。ここに曽て見なかっ

た強力な建築界の民主団体が生まれたわけで、あるが、そ

れに対する反動努力も亦急速な立直 りを見せ始めていた

即ち最初は解放軍かと思われていた占領軍も1946年 2 月

1 日のゼネスト禁止を境として次第にその正体を明らか

にして来た。特に建築界に於ては、復興のため、進駐軍

のために緊急を要するという名目で、その民主化のため

の改革に一指もふれなかった事は、占領政策がもしそれ

を利用出来るものならば、封建的組織と結びつくとし、う

事を、はっきりと示した。戦後間もなく建築の諸雑誌に

現われた日本の建築界民主化の諸提案は、今や容易に成

就出来ない事が明らかになっ丈。労働組合も生れるには

生まれた。そして全日本土建一般労働組合の如きものも

生まれたが、多くは戦時中の労務報告会の流れをくむも

ので・あった。こうした状態に於ては、建築界民主化に対

する建築技術者のウエイトも亦大きなものにならざるを

得ない。 N A Uの活動的分子は各々の職場で民主化のた

めに先頭に立って斗った。しかしNA Uはその重点を専

門部会活動においた。即ち N A Uは建築技術運用の高さ

に於て全建築関係者の信頼を得る事が大切で、そのため

に部会活動を活発にせねばならぬとしたから。そしてデ

ザイン部会、住宅部会、都市計画部会、理論部会、歴史

部会、生産部会、農村建築部会、構造部会、行政部会児

童施設部会等が出来、叉部会活動の裏付けを強iむしつつ、

姉妹諸団体と友誼的に密接な関係を保ち、共同活動を行

た事が注目される。地方では、京者f . は学生が殆んどであ

り、大阪では逆に一般の会員の方が多いという現象が見

られた。叉N AUでは設計委員会を組織し、労働組合と

の提携の下に、その組合会館の設計管理を行った。

しかし反動の波は、職場に於ける民主化の斗土をレッ

ドパ ージの名の下に追出し、N A Uそのものに対 しでも

「赤い」 とか「不平分子の集りで学会をのっとろうとし

ている」 といったデマを横行させる様になった。

この様な旧勢力の反撃と 、 しかも戦前と異って日本が

アメリカの箱民地となりつつまbるという 事実を前にして

N A Uはその方針をかえて行く 。1949年の NA Uの活動

方針は 「人民の住居の擁護、確保J i建設行政の民主化

」と共に、経済九原則による住宅、公共施設、平和産業

の工場等の建設の放棄 とそれに結果する技術者、労働者

の大量失業に反対し、 「日 本建築産業を守るために、技

術者労働者を失業から守るために、公共事業主主の摺額を

要求する運動に参加する」方針を出し . 更に法隆寺の焼

失によって明らかにされた文化遺産の危機にたいし「民

族の文化遺産を守る事J を大きく打出している。

ここに抵抗の方針がはっきりと出て くるわけであるが

朝詳事変が勃発し、平和えの脅威が深まるにつれて、 N

A Uは 「平和建設のために 」というスロ ーガ γ をかかけ'

平和運動の一環となろうとする。

この様に NA Uは良心的な真面目な建築家のとりで と

して、建築界民主化のため、それを阻むものとの斗いに

大きな足跡を残して来たので、あるが、社会の反動[ じと共

に、1950年を境に衰えを見せ始め、中央のニユ{ スも 19

51年で中断さ れてしまう 。 しかし N A Uに対して「気息

エンエンと余命を保っているにすぎなし、」 と評するのは

あたっていなL 、。甚だ地味ではあるが、より巾の広い層

を段収した姉妹諸団体と協同して、建築界の民主化と 、

技術の向上のための研究を続けている。例えば、東京で

は農村建築研究会、デザイナ { の会と 。大阪ではデザ、イ

ナーの会、都市計画研究会と協同し、セクト主義を打破

って広く国民の要求、建築家の要求と結びつく努力をし

ている。

今までの建築運動をふり返って見ると 、最初は古いも

のに対する反援となって現れるが、建築がその時代の制
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度と密接に結びついている事が認識されると 、当然、制 それには、生活様式に合致し、 しかも経済的で、叉

度そのものえの抗議となって現れた。芸術至上主義の分 我荷民族の誇りを保たせる様な住宅の創造が必要で‘

離派から、階級的観点から建築運動となった新興建築家 ある。

連盟、青年建築家連盟に至るまでの動きがそれである。 2. 平和建築に対する建築促進要求

敗戦によって見通しは明るくなった。そしてこれらの悪 建築技術者が戦争に協力せずボイコット出来るため

い制度を打ちたおし、人民の立場に立って建築をとり上 には、国民の平和のための建築を大量に行い得る事

げようとしたのが、初期の N A Uである。 N A Uは形式 が大切で、そのために民族的な建築資本の擁護と 、

的には、戦前の「青年建築家グラブ」によく似ているが 政府えの建設計図促進の圧力を加える事を要する。

戦前の建築運動団体が恨られた人々の集りで・あったのに 3. 民族女化の保存と、その新らしい創造

くらべ、より広汎な建築家を含む大衆的な民主建築団体 いま日本国中いたるところ、類廃的なアメリカ文{ じ

になった。叉姉妹諸国体との提携、 日本民主主義文化速 が彦透し、摘民地的様相を塁しはじめている。建築

盟えの加盟等、文化運動の綜合的な一翼をになっていた に於ても例外でない。一方我国の誇るべき建築が、

しかし政府の反動政策が進み、民主主義団体に直接間接 危殆に翻している。こうした状態の下に 、兵の芸術

の攻撃が加えられる様になると事情は変る。活章旗は般 的な建築は、戦争政策、続民地政策、等々に反対す

場から追出され、サーグノレ活動は安徴してくる。そして る国民と結びつく事によってその中より生れる。曽

広汎な大衆団体でなくなって行く。この惑は戦前にも見 ての国粋建築は、支配者のための、我国の古い様式

られたよ うに、技術イシテリヂシチアが弾圧を過大に評 を利用しただけのものであり 、決して民族的とは云

価 し易い率、帰るべきところをもっている事、民主的協 えぬっ過去の民族文化を正しく評価し、国民と共に

同作業に対する未熟と 、それに対する評価の不十分な事 前進する惑によってのみ民族的な意義ある建築は生

等といったところからくる反動期の建築運動のむつかし れる。

さから来ているであろうが、この事こそ建築運動を特質 以上の様な惑が、これからの建築運動の大きな問題と

づけるものであり 、これの正しい解決なくしては建築淫 なると思うが、何よりも大切な事は、国民の要求、建築

動のより高い発展は望めない。そのために情勢の変化を 家の要求を謙虚になって正しくとらえ、広汎な国民 ・建

正しくつかみ、そしてそれに対する建築家自身の要求を、 築家のための迩動となる事である。そしてこの団体自体

国民の主要求を正しくとらえ、共同でこれらの問題を解決 が有力な教育機調となって、新らしいスタイノレの建築家

していくとしづ方向をとらねばならなし、。その際、あれ を輩出する様にする事である。そしてそこにこそ永い聞

もこれもといった方法はとらるべきではなく、彼等に最 模索を続けて来た真の意味での日本的な( その故に国議員

も共通した事に重点をおいて、集中的におし進めるべき 性を有する) 建築芸術の花が咲くであろう 。

で、こうした笑際的な問題にも大きなウエイトがおかれ ( 筆者京大工学部大学院〉

ねばならない。叉教育機関が支配権力によって握られて

いる限り、この団体の中で質の高い会員をつくり出すた × ・. ... " x  . ......・ ×・ ・・・・ ×

めの教育的機能が非常に重く考えられねばならない。

今や再軍備政策に反対する国民の声は彰済として各地

に起っている。国民の住宅はいつまで待っても 、建たぬ

どころか、年々歳々 、収奪政策に原因する災害で失われ

老朽化して行く。そして街には、アメリカ流の安っぽい

モダニズムが流れ、戦争準備の建築が盛んに建つ、こう

いった中にあっては、自然発生的な芸術運動、技術運動

社会運動は何の意味をももたぬことは云うまでもなし、。

建築運動を正しく発展せんとすれば、それは困難な斗い

になるであろう 。そしてその目標とするところは、 「国

民のための建築」となろう 。具z体的に云えば

1. 国民の住居の国民の手による解決

国民は、自らの住いを、自らの手で合理的に解決せ

ねば、いつまでたっても駄目な事を知っている。そ

のため手近なところから、それを始める必要がある
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その 1 ア メ Y ヵ の 部

松 井 光 夫

は し が き いわゆ る多目的河川開発の概念が導入さ れてきたが、そ

先日の西日本におけ る水害や、紀州の水警はまさに国 の突施が急速な発展をみたのは、いうまでもなく「ニユ

土の荒廃を物語ってい るC このことは吾々に国土建設= ー ・デ イ { ノレJ 政策の一環として、国土開発が重要視せ

国土開発について更に深く検討しなければならなし、臨皆 られ、発展 したものに外ならなかった。このとき、何故

Iにあるこ とを教える。 その際、それが科学的で‘ あるため 国家の名に よる「ニュ ー・ デ ィーノレ」政策が とられたかと

には、先ず何 よりも 、技術と経済との観点から、国土聞 いえば、それはアメリカ独占資本が「危機の打開J を しな

発の性絡= 発展法則を明確にする必要がある。吾々はこ ければならなかったからである。その危機の打開とは 2

の発展法則をつかんだな らば、現在の国土の荒廃の基本 つあった。 1 つは、1929年以来の大恐慌によって経済が

的要因が明ら かにな り、従って吾々の進むべ き基本的な 破綻 した独占資本は国家を従属さ せて国民の血税でもつ

方向が見出せ るであろう。 この窓凍で、国土開発の史的 て資本集積を行い自己救済する必要があった。他の 1 つ

分析をみ ること にする。第 1 に、 とくに独占資本主養段 は、同 じく大恐慌に よって生じた労働者・農民の失業闘争

暗= 帝国主義段階における国土の開発の性絡を明らかに や飢餓行進などの革命運動をそらすため、国家機関を利

するため、アメリカにおける国土開発をみることにする 用して若干の譲歩的改良政策をとらざるを得なかった。

第 2 に、社会主義における国土の開発の性絡を明らかに このようななかから生れた「ニュ ー ・デ イ-/レ」政策に

するため、 ソゲエト同盟における自然改造をみることに は当時テクノタラシスト遣のいうところの「自然の計画

する。そして、第 3 に、これが一番重要であるが、吾々 的利用」などの改良的自由主義的性絡を含んでいた。

の祖国日本における現在の国土開発の性絡並びに当面の その 「自然の計画的利用」の具体化ともいえる i T V

復興プラ γ を朗らかにする。但 し、極めて概略なものに A J もこの「ニュ ー・ デ ィー ル」の一環として発足開発し

止まる。旬新中国の治水計画などにもふれるべきである たものである。国土開発として、その外1928年発足にな

が、次の機会にゆずりたい。 った「ボノレダL ・ユャニオ γ 開発法」によるフ ーパー ・ダ、

会 アメリカにおける国土開発 カ ムの建設、 1935年の「コロシピア平原開発法J によるグ

アメリカにおける国土 開発が非常に発展したのは1930 ラシド ・グリ ー・ ダムの建設やポシピノレ ・ダムの建設、

時代からて、ある。勿論1920年の 「連邦水力法J を法的基 1935年の 「セ γ トラノレ ・ヴアレイ計画」によるシ ャスタ

礎とし、1930年の 「第 308号報告」を技術的基礎と して ・ダムとフライ エγ ト・ダ、ム等々の建設を含むいわゆる
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「多目的河川開発J ( ( Mul t i pl e- Pur pose Ri ver  De v-

-el opment )  或いは 「綜合開発J ( Compr ehens i ve 

.Recl  a ma  t i on) が行われた。ところで若干の経済の活

況の後、再び1937- 8年の新たな以前にも増して打開の

むつかしい深刻な経済恐慌に襲われ、こ L に「ニュー・

ディー ルj は成功しなかった。この危機の切抜けには、

独占体は戦争を必要とし、こ与に第 2 次大戦が起る必然

イさをがあった。

かくて、国土開発においても、発電、治水、航還、溶

液の四大目的をもっ「多目的開発」は殆ど戦争遂行のた

め掠げられ、そ の浪りで「多目的開発 l 或いは「綜合開

発 j は犬いに進展した。

しかし、一方平和的目的の水資源の利用や、独占体の

「最大限利潤」にならない自然の開発は、中断、阻止さ

れ 、或いは停滞化した。即ち、 T V Aの農村電化計画や

コロ γ ピア平原の潜統計画の中断、更に、セメト・ロ{

レシス河、ミゾリ - 7nJ 、ミ シシッピ ー剤、ア{ カν ソー

河、リ オ ・グラ γ デ河の71 < . 力資源の開発の阻止、叉は停

滞化がこれである。

第 2 次大戦後、アメリカの国家機構を援る独占資本は

最大混の資本主義的利潤を確保するため、自国民及び他

国民( 例えば白木、西ドイ ツ、ブラ γ ス、イギリス、南

朝鮮) を政治的にも 、経済的にも従属させ、国民経済を

軍事化し、軍事墓地化、原爆生産、軍拡にけん命になっ

ている。特に事月詳戦争以後は国土開発= 自然開発もこの

軍事経済 ・軍拡、軍事基地建設の一環として行われてい

る。即ち、失業救済や、消費商に力を入れ公共の福祉に

行うという 「公共事業 l や恐慌回避のためでなく( そう

見えるのは現象だけである〉或いは、自然の生産力を国

民生活の改一巻や物支的需要を満たすために利用するため

でなく 、出来るだけ多くの利潤を確保するために利用さ

れる戦字と国民経済の軍事化との一環として自然の生産

力を開発し、それによって、窮穆には最大浪の資本主義

的利閣を確保する必要から、国土開発は行われている。

そのため、朝詳戦争以後は、平和的国土開発の予算は犬

巾 に削滅されている状態である。これは戦争経済の もた

らす必然的結果である。

食 T V  A 会

アメリカが生んだ有名な T V A ( テネシ ー併説会社叉

吋テネシ 一流域綜合開発〕の技術的な目的は、(1) 水資源

保護の横休計画、(2) ダム建設による洪水防止と貯水、(3)

水涯の改善、仏) 農業の海底用水の利用度を高める、 (5) 水

力発電、(6) 化学肥料、叉は火薬の原斜生産の確保、(7) r  

忘れられた人々 」の生活を高めること 、等で・あった。

'T V A のゲム組織: 1933年後半から工事が始まり 、1945

年の第 2 次大戦終了時には、支流においては、T V A直

営が 9 個、購久から 3 個、アメリカ ・アルミニウム会社

建設から菅理権をもったのが 5 個、テネシ ー河以外のダ・

ム1 個、本流においては、 T V A直営が 7 個、 T V A以

前建設が 2 個、以上、zl 個のダム組織が出来ていた。何

れにせよ、現在で約30 { 国近くの 11' ムによって、テネシー -

f可は洪水が完全に防がれ、河というよりむしろ:切の連続

となった。御承知の様に、ダムには大 まかにいって 2 つ

のタイプがある。 1 つは、支流のダムで、高さは比較的

高くて、長さが短かく 、航行水門もなく 、殆どが全部コ

γ クリート造。他のタイプは、本流のダムで、高さは比

較的低くて長さの長〈 、 コγ クリ ー トの溢流路 ( Spi l l

Wa y) と航行調盤可能の水門をもち、土と岩とコシグリ

ート で出来ているグム 。

水還の発展 : これらのダ、ム組織によって洪水管理は勿論

水涯の発畏にも寄与した。いうまでもなくこれは南部工

業の発展に応じる輸送盈増大の必要からで・あった。

T V A の理化とその多盾: 電力は終戦時には、 250万

k w の発電能力を有し、加うるに45万k w の火力発電所

をもった。1945年の報告ではこの電力は 「戦争目的に生

産されたアメリカの公営私営の電力組織の全電力の弘oJ

を占めたといわれる。これらの電化によって都市及農園

における電力消費が増えたけれど、突事長において現在で

はこの安い( 私営に対して) 国営の電力の大半は、オー

グリッヂの原爆工場( 広島に投下した原爆を造った工場

〉アルミニウム工場、鉱山工業などの軍需産業に使われ

その結果、今日では、進むべき農村電化は中断ないし停

滞化し、住民には電力の足らないとし、う皮肉な現象が生

じている。電力( 主工業を発展せしめ都市と農村を経済的

に結びつけたが、 しかし両者の対立の矛盾をも深めた。

T V A と住民: 深く事実を推察しない者は、T V Aの

綜合開発によって、如何にも農民や労働者の生活水準が

向上したと早合点しがちであるが、事: 突はむしろ逆であ

る。 この流域の73% の住民は 「飢餓線」上にあるといわ

れ、 f T V Aからのおくりものは彼らをお きざりにして

いる J f T V Aの成功といわれるが、これは犬いに問題

だJ f低収入を最大のなやみとしているこの谷の住民に

とって、これは全くの悲刻だ j と種々の人々が指摘して

いる。たしかにT V Aは自然の恐怖をなくし、洪水防止、

航速、発電の 3 大目的を達するという技術的成果を上げ

たけれど、この技術的成果のかげに他の諸国的、即ちそ

のうちのーったる「忘れられた人々 」の生活を向上さすの

点について却って貧困をもたらした( たしかに電化設備

などによって文化水溶は向上したが、文化水準の向上を

生活水準の向上ととり違えてはいけない) という点に、

T V Aの大きな矛盾がある。戦争経済へと進む方向にお

いては、この傾向は民需産業の首長退と共に益々ひどくな

る。独占資本は国家の力で綜合開発をやり安い電力を産

業の最大利潤鐙得に用いるが、同時に一方、住民は貧困
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にあえいている。こ与に T V Aの寄生的位絡が見出さ れ

ょう 。

食 ミ、/ リー涜域の開発 カ

ミゾリ ー河は「アメリカ河川の父」といわれるが、属

々洪水を起すので、 ミゼリ ーな? 可と呼ばれている。 この

流域の開発は、1930年代中頃から上流のフオ ー ト・ペ ッ

グ ・ダムなどが建設されてきたが、1943年の大洪水にこ

りて大々的に全河援にわたって、開発する ことになった。

1944年、 「洪水管理法」ができ、ー河}II の全流きまにわた

って綜合開発すること が可能となった。 これは、 このミ

グリ ー流械における「ピック ・スロ ーγ 計画」に具現さ

れた。

「ピック・スローン計画J : このピッグ ・スロ ーγ 計画

というのは、陸軍省技術本部のピッタ案と開発局のスロ

ーン案とが、妥協 して作った析哀案で‘ ある。これは、始

め両者がお互に猛烈に反対運動を続けてきたが、 T V A

に似たM V A ( ミゾリ { 流域公社) が提出されるに及ん

でM V Aをだしぬくために妥協して作ったもので、おる。

「ミ、/ 1 ) 一流域諸重量関審議会j : しかし〔ピ: J ' t I ・スロ

{ ン計画」による開発の経過はよくない。この開発方式

はT V A方式( 以下 i V AJ 方式と いう) と違って、色

々な達男開発機闘が集って「ミゾリ ー流媛諸機関審議会」

(Mi ssour i  Basi n I nt er - Agenc y Commi t t ee) をつ

くり 、この 「審議会」方式( 以下i 1  V  J方式という〉に

よって開発を進めている。( 日本の現在の・ ・.m総合開発

審議会はこれの真似であろう〉この r 1  V 方式」の特徴

は r V AJ 方式 と同じく、- [ R i }11の 金流域を綜合的に

開発する方式でありながら、 i V AJ 方式のような単一

の計画主体でなく 、単なる苦言整苦手言友会であって、従って

、そ の地域をダイナミッグに統一的に行う機関でなし、。

調査が重復したり 、同じ目的をもっ機関が 2 つも 3 つも

あったり 、各官僚機関のセクシヨナリズムもあって、各

機関はお互に反対は反対を呼び、各機関の責任や権浪も

まちまちで、各機関問、連邦各州、|との調整も 、経済政虚

盤を異にしているため、困難である。 このような国土開

発には、大独占土建会社や高級官僚などのボスらの大が

かりな裏面政治工作がつきものであり、その暗躍の事実

は予算のぶんどり合い、政治資金をめぐって自をおおわ

しめるものがあるとしづ 。日 本でも 、 この点l主一流国で

あるが、アメリカは、 これに輸をかけ、もっと功妙であ

る。19ω 年頃に1954年までに要するに651 : 意ドノレの国家資

金を浪費してしまっている。 しかも工事は% すら進んで

いなし、。 これらの矛盾や土接の侵蝕、山林の濫伐などに

筒この r 1  V  J 方式によ る | ピック ・スロ ーシ計画」

の内容は簡単に記すと 、主流に 3 つの多目的ダム ・支流ー

に約1∞個のダム、 約E∞万エ ーカーのカ γ ガイ、 250万

k w、(200万k wという本もゐる〉をもっ30の発電所、数

百マイルの洪水防止用実防。

食 コロラド涜域の開発 会

「赤い河J rたい まつの河」といわれたコロラド洞の大

きな開発は先づフ ーパーダムか ら始まる。

1928年の 「ポノレ ダー・ キヤニオシ 開発法」によってフ

ーパ{ ・ダム ( 1日名ボルダー・ ダム〉が1936年にその形態

を出現し、その後発定機が据えられ、 現在では最大 103

万k wの能力をもっている。高さ 726フ ィー ト ( 約22助作

現在世界最高) 、コ ング! ] ー トの量325万立方ヤ ー ドの室

カ式ダムである。 このダ・ムで、コロ ラド河の狂暴性は防，

がれた。

その外、このフ ーパー・ダムの下流にデ ィグイス ・ダム

ノくーカ{ ・ダム 、イ ムペリアノレ ・ダムか構築され、河川

読盤、発電、濯j飯、水道源の確保にコロラド河の水カエ

ネノレギーは用いられた。

これはすべて、 カリフォノレニア 、 とくにロス プンゼノレ

ス方面に発展した工業の要請に応えるも ので‘ あった。

叉、上流に、いわゆる 「ピッグ ・トム ソシ計画」がほ

r 完成し ・コロラド水分嶺に掘った13哩のト ンネノレや運

河、貯水地、ボγ プステ { シヨシを通じてコロ ラドの水

はミゾリ{ 流援の方面へ流れ、その地方の水不足地帯に

役立っている。

コロラド河をめぐる矛盾: じかし、 か L る成果と共に

アリゾナの農民対カリフォノレニア企業家との争いが宿命

的となった。開発されるけれど、水の利用はカリフ才ノレ

ニア側にとられアリゾナ側はわずかに形成的に しか利用

されず、従って利用欲に対する水不足である。 この様に

両者の対立を深めた。

公 コロンピア涜域 交

コロシビア河( 主ミシシ ッヒ・- i 1' J を除いて ア メリカのど

んなmよりも水盆豊富でその流域における水力、舟 運、

森林、農業資源等の潜在力、更に工業潜在力はアメリカ有

数で、国家的注目をされている。というのも、この地方

にハ γ フォード ( ここに長崎へおとした原俊をつくった

工場がある) 、リッチラシド、アーコな どの原子力工業=

原爆工場、原子炉工場があり 、叉、航空機、造船所、アノレミ

ニウム工場がありといったように一大兵務廠地域であ る

から。 これらの産業を動かす基本的な技術たる電力組織

はB P A ( ポンピノレ電力管理局〉で管怨され、そ の定力

よって、ミ ゾリ ー流域は1949年、 50年、 51年にも 52年に は事実殆どグラシド . tI リー・ ダ、ムとボ γ ピノレ ・ダム等

も洪水や牟風に定期的に襲われている。 からの発電に多く負うている。

こ与に i 1  V  J 方式の基本的な特徴は工事の促進テシ ボシピノレ ・ダムは1938年竣工した。グラ γ ド・グリ ー・

ボのゆるい停滞性にある。 ダムは1935年の「コロ γ ピア平原開発法」のかなめで・あっ，
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たが、戦時中にその形態は完成された。高さはフ ーパ{

.  1J、、ムよりも低いが( 550フ ィート ) 大きさはブ ーパー

・ダ、ムの 3 倍もある ( 1025万立ヤ ー の。発電力は197万

k w である。

コロンピア平原掬発: この計画は、コロシピア河が大

きく 曲った内側の盆地約 103万エ ーカにカンガイするた

め、運河、 トシネノレ、築堤等を建設する計画である。も

ともとこの盆地はコロ γ ピア河の水面より約 日Oフ ィー

トばかり高いので、ボγ プステ{ シ 笥シをつくり 、水を

くみ上げこの地をカンガンしようとするわけである。

しかし、この大がかりな滋港計画は19必年に中断さ れ

戦後になってもその進渉のテンポはおそく、 1952年には

1∞万 エ ーカーのうち、約 7 万エ ーカーが潜j観されたに

すぎない。しかし、運河建設に機械化が用いているよう

である。

以上の外に、ハングリイ ・ホース ・ダム ( 最近外型は

完成) シ{ プ ・ジ雪セフ・ダ、ム、マクナリ・ダムその他

のダムの建設が行われている。

前朝鮮戦争以来の軍需産業、原爆工場の発展は莫大な

電力を要求しその上降雨量の減少もあって、逆に電力の

不足を生じ、 遂に1952年秋企業に10% の節電を余韻なく

された。 この為、倒産叉は移転せざるを得なかった中小

企業が出たといわれる。

会 カリフォルニア中央高原の開発 食

この地域の開発は1935年の「セント ラJ レ・ヴアレイ計

画」の発足によってようやく本絡化した。即 ら、北の方

に、シャスタ・ダ ム、南にフ ライエ γ ト・〆ムが夫々戦

争期に完成L 、その外に、ケスウイック ・ダ、ム 、 5 つの

運河、それに電気ポンプステ{ シ g シの建設が行われ

ｾ・
ゎ、ー。

しかし、これ らの建設はコシプレヘシシイヴ ・プラン

( 綜合プラ γ ) の第 1 段惜にすぎず、着手して以来、約

20年間か与っているのに、次の段階への進渉がおく れて

いる。また、この地方の独占電気会社が( 例えば大平洋

j f ス電気会社〉この開発に猛烈に反対 してきた。 この矛

盾は、単にこの地方だけでなく、アメリカ全国に起って

いる事実である。例えば、東北部のカナ F 、との国境を流

れるセシト・ローレシス7 i ' J の水力資源開発計画に対 し

て、 1932年以来モノレガン財閥( アメリカの電力会社の最

も大きい支配者〉が反対 し、遂にこれを永久にほおむり

去ってしまったことなどは典型的である。この ように社

会の発展の要求と独占資本の要求とは根本的に異ってい

る。

その外に、グオ・グラシデ7 i ' J 、ア{ カジソ{ 河、ミシ

シッピ { 剤、等の開発の阻止、停滞が見られる。

総活ー現代資本主義の国土開発の特徴ー

以上を総括して帝国主義段階= 独占段階における国土

開発の性格をみれば、第 1 に軍拡と経済の軍事化の一環

としての開発であり 、それによって、窮極には最大限の

資本主義的利潤を確保するための開発である。

第 2 に国土建設の発展は、流波別に も、 「綜合開発」の

技術的内容自体にも、有喝衡性と不均等性をなしている。

例えば、発電の発展、舟運の発展に比して、濯j飯の停滞、

横林事業の停滞化等々 。叉、T V A、コロ ラ ド下流、コ

ロシビア流域の開発の発展に対して、 ミシシッピ ー河、

アーカンソ { 河、 ミゾリー? 可、 リオ ・グラ γ デ? 可の開発

テンポの停滞性。

第 3 に、開発において腐敗化、停滞性の一層の深化を

示している。 これは、似) 軍事的目的の優先、平和建設の

阻止、停滞、伊) 技術的発展に比して、住民の貧困化、料

開発局や陸軍省、農業省などの官庁セグショナリズムの

現われ、伺 r V AJ 方式の阻止 ( M V A・C V Aの阻止〉

嗣独占体による技術的進歩のｾＱＡｊとＨ例えばセント ・ ロ ｻ

レンス? 百Iの館発中止) 等に現われている。

第 4 に、開発技術の発展にも拘わらず、豊富な自然条

件を破援している。計画は綜合的であっても 、実施にお

いて工事の巧涜分、不均等、土爆の浸蝕、森林の濫伐鉱

山地下資源の発掘の無言十菌性、山腹の荒廃等の原因によ

って洪水や風蝕をまねいている。復旧に追いつくひまな

く、国土の荒廃は益々進むのである。

第 5 に、開発によって都市( 工業〉と農村( 農業〉 と

の対立 ・矛盾を深めた。開発は、電化、発送電システム 、

交通網を分布せしめ、農村への工業の進出、農業の機械

化を進め、可能性において両者との対立を止揚する物質

自信条件をつくったが、現実性において都市( 工業) が農

村( 農業) を搾取する経済自僅礎を大きくし、矛盾の対

立を大きくした。ごの両者の対立の止揚は勿論社会主義

ないし人民民主告義によって始めてなされる。

第 6 に n 河川 11 問週主務J (ノレ ーズペノレト〉に基づ

く一河川! の全流域にわたって開発する 可能なやり方に「

V AJ 方式と r 1  A J 方式があるが、前者は寄生性を示

し、後者は停滞性を示 している。 これは、独占に固有な

諸矛盾の現われであり 、こ のため真の綜合開発は破綻し

つ L あること。そしてこれらの技術的成果を一層生かし

文字通り人聞のため、 「大自然改造計画J を進めるため

には、現在の戦争経済をなくして、平和経済と生活水準

向上を目標とする制度に変らねばならない。

×  ×  

以上でアメリカを独占資本主義= 帝国主義段階におけ

る国土開発を簡単ではゐるがみてきた。次にソ同盟の 「

大自然改造」並 びに日本の現状及び当面の復興プランが

続くのであるが、紙数の制限がきたので、掲載は後日に

ゆずりたし 、。( 筆者 建設技術研究員〉

33 



建 築 事 務 所 3 5 年 回 顧

ｬ 立ＺしＱｊ ｾ き

建築事務所とし、う名称は以前は「工務所」といわれて

いたが、何時か らともなく工務所から事務所に変って来

た様で、ある。之は弁護士や弁理土が「法律事務所J i特

許事務所」 という名称を用いていたので、之等に模倣準

拠 した様にも思える。また請負業者は工務腐と称し、設

。

計監理業者を工務所といにていた様で‘ もある。工務から

事務へ遷り変ったのが、凡そ大正を F限としているから

最早や30年を経過している。

明治時代に於ては、洋風建築の銀行、会社、事務所等の

練瓦造や鉄筋 コン グリ { ト 造の建物で、殊Jこ意匠を好ん

だものを設計する場合は従来の大工棟梁では到底不可能

の事で、 どうしても学校教育を受けた建築技術者の新智

識に侠たなければならなかった。然して社寺や劇場、旅

館 、斜理屋、などの純日本建築のものは矢張り苦からの

棟梁の分野となっていた。尤も官庁、銀行、会社などの

大組織のものには、各々所属の建築謀、営繕課等があっ

たから民間の建築技術者の必要もないが、個人組織の各

種事業体のものばかりが民間の工務屈を利用していたの

でらる。殊に明治四十二年八月大阪府が各府県に先んじ

て一般建築物の夜締のために 「建築取締規則」を施工さ

れたので、申請者に対して、学校、病院、厳陽、湯屋、

工場、病院、料理屋等に添付する図箇として、必らず配

置図 、平 面、正側面、床伏、小屋。伏図並に仕様、朗細書

の作成が必要であり、また自治団体の公共営造物や社寺

の建築物に就いては、各々財源を明記する必要上各図面

以外にその予算書を提出するためには、 朗細書が必要

であったから、たとえ大工棟梁の設計であっても必要図

面の作成にはどうしても製図と申請書作成の技術を持っ

た事務的経験を有するものに依頼せねばならなかったの

である。たとえば現在の代理人、代書人等の建築技術を

持ったものが、要求されるのは当然の事である。こ L に

於て当時警察部がその取締を主管していたから、各警察

署に所属している代書人の中で、建築代書として一般の

刑事事務や、市役所や登記所の代書と区別されて、専門

的一派を独立する様になったので、ゐる。

こL に於て建築代蓄を専問とするものが追々増加する

になり 、たまたま施行された工場法に依って 、民間の工場

建築の場合には工場諜へ届出が生ずるに歪って、芙の規

模の大小広巧マ旬ず、必妄図面の作成がこ与に要求される

に互ったので 、益々代書事務が盛 んになった機てＺＮｾる 。こ

の頃から一般民聞には常識として建築と青写真というも

のが認識される様になり、どんな小さい住宅、貸家を建
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てるにも出願の関係上所請、製図、青写真が益々必要と

なって来たのが、建築事務所への前奏曲となって来たの

である。

こんなわけで事実は大工や棟梁の書いた番附を製図す

る事が、建築事務所の存在でもある様にさえなった。 こ

うして発生 した建築事務所は決 してよ い意味での建築事

務所の発展で、はなかったが、また無くてはならぬ存在と

なり建築設計の事業化した動機ともなった。此の結果は

玉石混濁となり一般人には立派な建築技術を持ったもの

も只製図をのみ業とする代書業者 も同一視される結果と

なった事は今に其の悔を残しているのである。折から大

正九年に都市計画法施行と 共に市街地建築物法の施行と

なり、木造建築でも少しスパンの広いものや鉄筋鉄骨構

造にはどんな小さいものでも強度言七算書を附けて出願し

なければならぬ規則が出来たので、之迄の単なる代曹人

では事務の完遂は不可能の事となって来た 。こ ｾ､ こ初め

て意匠は無論の事、構造物建築技術のいよいよ必要と共

に要求される様になった。

こL に於て建築事務所の本絡的な存在がつよく需要さ

れることになって来たのは、業界のため一大発展を将来

したと いわねばならぬ、これからは従前の代害事務所で

も学校出の技術家を必要とし、学校の教員や役所の技術

連もアルパイトとして利用される様にさえなって来た。

以上の過程を経て来たので、世間に云う建築事務所と

いう内容にも之を区別すると随分其の際に、級程度の等

差があるも当然である。

某の間純然たる技術家等は建築土会を組織して、一定

の資絡を設けて、吟味したものを会員として発足したの

であるが、矢張り世間では代書立主に取扱うものもあるの

で、いかに共の地位を自ら誇らしげに自尊心を持ってい

ても、議る人ぞ知る程度であった事は甚だ残念な事で為

った。建築士会へ入会するには建築学界の正員たる事を

第一条件とし、之に経験の有無社会的地位等によって控

選者を経て資格審査委員会を経て、初めて入会承認と い

う門戸を造っているのは余程の権威で・もあり 、事務所の

所長は所謂 「先生」と呼ばれ、税務署に於ても自由職業

として一般販売業とは区別して所得税法に依る課税を対

照として営業税の免除される取扱を受けるまでに一歩一

歩地位の確立に努める様になったのであるコ今日建築土

法の制定される基礎を醸成したのも 、 日本建築士会の隠

れた大きな努力を見遁してはならない。

然しながら一般社会からは他の医師、弁護士等の如き

地位とは仲々 同等には取扱はれる事なく 、極めて繁雑な



一事務と技W. i とを提供しながら、尚も多年に渉る大工、棟

梁に対する観念から英の報酬に於ても到底芙比ではな

く、従って事務所経営の如何に至難であるかは我々 「建

築事務所」の経営者間に於ても未だ一人の多額納税者さ

えなく、貴族院議員も出した事のなかったのが、如実に

証明しているのである。思へば物質的には余 りにもみじ

めな稼業として今日に到ったので、ある。

今回建築士法の発布と共に之迄の大きな期待もまた裏

切られた感も大いにある fうであって、進歩か退歩か、只

法律が出来たとし、うだけで、むしろ従来の建築土会のメ

γ パーの如何に高等的であったという事も絞り返って其

を知るのである。然も弁護土法、医師法が出来た当初は

三百代言も、厳医者も一応登録された社会政策から思い

比べるとき、今後の発展は大いに期待すべきであって、

お互に練磨研鍛に努めてよりよきものにせねばならぬと

恩うのである。

建築事務所の法人組織と企業化

建築事務所の組織は朗治一大正時代を通じて全く個人

ー経営であることを原則としていたが、例外として中には

共同経営のものもあったが近頃に至って法人組織のもの

が追々に出来て来た事は何といっても大変革である。

以前は建築事務所長の信用と技術とが喰ーの資本であ

ったが、今ここに株式等に依る資本金を以って法人化さ

れる様になったのはーは過重なる課税 に対する対策と業

務の複雑に依る大組織を必要とする自然要求とに依って

発生した事は時代の趨勢の然らしむるところである。

商業法人化されて営利を目的として利益配当と存続年

恨を定款に法定制するという惑は従前の 「先生」稼業と

しての個人性と比較して時代の流れとは云え35年史の上

に特筆すべき一大革命と云わなければならぬ、

殊に政府は建築土法中、建築事務所の経営主は病院の

暁主と同様に取扱われ、建築士と院長たる医師とを同ー

の線上に並べたところは読十監理業の突態の社会的企業

e生を帯ひ. たかを如実に知る唯一の表徴である。

建築事務所の変遷

建築事務所の性絡は個人の人格と技術が主格である事

仕弁護士、特許弁理士等の事務所と選ぶところはないか

ら其の事務所長の信額性は勿論の事で、あるが、関所する

時引は相当の社会麿と年令とが必要条件である事は云う

までもなし、。役人や学校の教級員を動めていた人が恩給

年令になった頃から事務所経営を初めるとその人の活動

期間が健康上の条件とが絡んで町最早や幾ばくもなし、から

年限としてはソウ長くないのが当然である。

之も自然の結果として止むを得ない事である。我が建

築協会が生れて今日まで35年になるから幾多の先設が現

I はれ相当に活躍され各自業蹟を残されたが振り返って見

ると大半は巴に故人になられ菜作品は戦災にまた都市計

習の厳組になって失はれ、 名実共に此の世から消えて行

ったのはそぞろ様! 日の念と共に哀愁' の感を深くするので

ある。

今大阪を中心として在りし昔の頃の建築j事務所を拾っ

て見ると、現在にまで存続しているものは誠に雨の夜空

の星の数にて似て全く家々たるものである。

或は己に故人となり、或は老後を養う身となって一線

から引退されまたは他のi倣に転向するなど』伝た感慨無盆

である。

思い出を明治、大正時代に走せて覚東なき回顧のも と

は先っ・指を届すれば、何といっても現存事務所の最も大

先輩は横河I工務所の松井貴太郎氏である。次は渡辺事務

所の渡辺節氏で尤も戦時前後は他の方面の仕事をされて

いたが最近帰り咲いている。池田谷事務所( 筆者〉も若

くして初めたが終始一貫今日に及んでいる古参総の一人

で、ある。以上大正組は第1期生である。

第2期 生としては置士宮事務所の置塩章氏、安井事務所

の安井武雄氏も途中詩負業に転向されたが最近返り咲き

組の人、東畑事務所の東畑謙三氏、石川事務所の石川究

三氏等がある。

第3期 金では小河事務所の小河吉之助氏、村野事務所

の村野藤苔氏等である。

今後日の参考迄に筆者の頭の中に浮び上って来 るま 与

に凡そではあるが、年代別に建築事務所名を書き上けe て

見ると次の様な表が出来た。

第1期 建築協会創立から大正末年迄。

片岡、河合( 幾〉河合( 浩) 横河、茂野村、設楽宗、

木子、真水三矯、葛野、小笠原、国授、竹内、柳ート、 横

浜、橋本、和田、古書家、池田、阿部、池田谷。

第2矧 昭和初年から同10年頃迄。置境、安 井、波江、

本問、海田、原科、中村、島田、石川、東畑、朝永、精

水。

第3期 昭和11年頃から同20年頃迄。

長谷部竹腰、村野、松本、小河、泉谷。

第4期 昭和20年頃から現在に至る。

中西、秋田、 日建、渡辺( 圭〕三座。之は現在日本建

築諒十監理協会員名簿から摘出。

以上列記の外数へ切れない位あると思うが今筆者の記

憶に存するのみであるから、年代の前後、次第不問、脱

漏も多かろうと思はれる。確たる資斜がないので不正確

かも知れないが許して頂きたい、誰か後用補正して変選

史を編んで残して呉れるのを期待する。

註、本f五He執筆中はしがきを設き終ってから急 に旅行

をつづげている聞に締切日とな b所期の目的を完 う出来

するに概鋒しなげればならぬ ことになった ことを特にお詫

びしておく 。昭和28年 7 月21 日

( 筆者池田谷建築事務所々長〉
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f 一 我 が 半 生 を 回 顧 し て - - - - _

E  建 材 界 の 変 遷

日本建築協会も35周年記念行事の数々を目出度く終了

した。 此度「建築と社会」の編集部から 、グ 建材界の回

顧 H を書け との御話 しに、一応お断り したが、自分もこ

の業界で皆さんのお世話になってもう 35年にもなると思

うと 、今夏乍ら随分永い よおな気もするので、記憶をた

どりとりとめもない事を書いて見る事に した。

ま井の着物7こセJ レの棒、それは大LE 8 年 2 月の初旬、寒

い夜汽車のなかで、来地の土地門司の就職先きへ赴く不

安な24才の自分の姿であった。

入社したのが資本金20万円也 ・株式会社森和商会とい

う、 セ メン ト、煉瓦類を販売する建材屋であった。 r給月

俸金10円也、命 販 売 系 」 こ の 紙 1 枚が今日の自分の運

命を決定した門出の第 1 歩で、あったっ この会笠} 土、古い

セ メy ト屋さんはこ・承知と思うが、浅野セメシトの有力

な特約苫だった コ 岡山の山下忠 ｲｺｧｾ￟ 商苫初代門 司 支信長

森沼恒市氏と、 2 代目支信長和気壬太郊氏の共司設立の

会社であった。販売系といっても 、初めは事務所で伝票

一枚書くでもな し、セ メントの貨車却、貨車積、赤煉瓦

の水揚: ヂやら、大八車でこの重いものる到達するのも若

い社員遠の仕事で為った。その セメントもこの頃のよう

に、扱いのよい紙袋入りでなく、あの50貫もある議入り

で、今の若い人達にはセメ y ト簿といっても 、実物を見

る機会もないからピンとこぬと思うが 、この夜尿はなか

なかの重労働であったコ蓋に一杯。コセメ γ トの商漂祇

を貼った; 惑を見るとうらめしくなったものである。

その頃セメ γ トは 1 噂 4 円台でその利誌が10銭ー20銭

で、運賓の何分の 1 というわけだから、明けても暮れて

も運支の研究計りしたわ汁で、後年重々の商品を取倣う

ようになって、その頃の勉強が泌みこんで運賃観念とい

う事ゥ: いくら役に立ったか、知れないと思う 。洋館とか

目新しいエ場建築といえば、現在の如き鉄筋コングリ{

トではなく、皆赤煉瓦建で、隆道工事も内部煉瓦巻きで

門鉄司の何10万、何 100万伎の探瓦入札には関門窯業、

井 よ 民
. "4.  

，日

三津戸浜煉瓦、讃岐煉瓦の大手筋の血の出るような競争ー

で何れも 必死で、あった。

大毎門司支局の建築も其の頃で明正社建築部の請負で

苔建材界の大先輩志垣氏は、お隣りの明正社門司支庖長

で、こ の資材の購入等もせられていたので恐る恐る何度

お伺い した事やら 、氏にはご記憶が為ることと思うが、

第 1 次欧州、| 大戦後の景気が高潮し、セメ γ ト1 薄 5 円

6 円、赤火瓦も 2 銭 3 厘、2 銭 5 厘と それぞれ値上りし売

行き も活滋となった。新米為替も49弗何分の 1 という現

今の 1 弗 360円とはまるっきり夢のようで、輸出はぐん

ぐん伸びて、多額の輸出超過、毎日の新聞紙上には新設 ・

会社や増資の除募集の広告が氾濫し、申込書を送ってお

けば何分のーから割当が来る 。払込みもせぬ聞になにが

しのプレミアムがつくとし、う状態であった。森和商会も

100万円増資し資本金 120万円となり 、社名も東洋建築材ー

料除式会社と改めた。その年の 12月25日に賞与金 100円

也 をもらった、この稿を書くに当ってその時の辞令を探

し出して、何年涙りかに眺め、数々の記憶がよみがえっ、

て くるのも楽しいものである 。

大LE 9 年 4 月大阪支庖え転勤した。支庖は京町郷 五丁目

で、市電も岡崎涌から堂島大腐えかけて家屋をこわして

いた時で‘ あった。現在の中央市場も出来る前で生魚市場 ー

は「ザコパ 」 といって、夏の夜はその近くえ夜庖が出て

賑かなものであった。セメ γ トは 1 年前の 1 樟 4 、 5 円

か15、6 円にも高騰、赤煉瓦も 4 銭 5 厘、 5 銭となった

それから間もなく、例の未曽有の大パニツダが来て、急

転直下、美酒に酔っていた当時の人達を真青にさせたも

のである 。例の鉄屋の中村照商底、増田ピノレブローカ{

の破綻を口火としてがらがらの大崩れ、蓋花一朝の夢と

は、工事中止の建築物の残骸が、ゐちこちに見られたの

もこの時であった。大阪逓信局で 、桜宮倉庫納めのセメ

シト何千毒かの入札に 1 樟 8 円いくらで落札したのを覚P

えている 。会社も打撃が大きく 、毎日出動はするが、何，

，，，，，，，，，，，，，，，，，，./'，，，，.，，，，，，，，"'，，，.，，，，，，，，，，，，，，，，，，，.，，，，//'"，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，'/'，，，，，，，，，，，'///'，，，，，，，.，""，，，，，，，，，，，，，，，，，，，.，，，，，，，，，.. 
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もする事はないし、独身者ののんきさから「イ F ストマ り製品の半数を引受け販売する様話が怨ったのは成功で

ν ・コ〆ッグ」を持って、友人と阪神聞の工場で盛りの あった。

，出ている煙突が何本あるかとかけをして毎日、尼崎方面 大正14年大阪支庖叫鵠b、由主中之島にあり 、日本ス

へテ F ッタリした惑もあった。若き日の想い出の一勧で レート販売会社は江戸沼にあって、河合氏が支庖長であ

ある。結局大阪支庖閉鎖、本庖へ81上げた。本庖も社員 った。設計指定迎動が猛烈で飯売会社取扱いの 4 社製品

が 1 人ヘリ 2 人ヘリ 、最後に整理委員が数人残る丈けと 以外は社外品と称して、なかなか販売に苦んで羽合{ 益平

なりとうとう解散の憂目を見、 うらぶれて故郷に帰られ 氏が特許をとっていた「羽倉式グランプ」の販売に協力

るでもなし、月給取りの悲哀を泌々と味わされて人生勉 する事になり「東京スレートに羽倉氏グランプを使用し

強の第一巻を終った。 て葺上ぐベし」の宣伝に各府県の官庁を熱心に廻ったも

他人の庖先きを一間かりて建材なら何んでもこいの井 ので、あった。たまたま第三師団で各務ヶ原飛行第 1第 2

上商庖( プローカ ー〉を始め、どうやらかっこうがつい 聯隊及補給部の、スレ ー ト屋根全部の葺替工事に羽倉式

たのでー結婚した。 の御指定を受け 1 万何千坪かの施工をやった事: ( 主当事の

飯塚郊外の小炭抗の貯炭を一山2α )() 円位で約束し手金 快心事であった。

を入れて、広島方面の旧知の燦瓦工場へ販売してー儲け 大正15年、独立卸業を決意し中之島 5 T自に家賃45円

しようと、血の出るような金策をして、いざ積出しにか 敷金 ＱＲＰ 月の家を借り 、 今もｾる電話土佐姻 ＲＷＲＷ 替を保

L ると、さあ大変、こ の粉炭の山は外部はきれいでその 証金印円、月14円で賃借り した。形丈けは整ったが、思

なかは自然燃焼で灰になってしまっていたのでまるまる 突の結果、東京スレー トの斎藤氏に相談し、滋々の条件

の損失、涙も出ない始末、これが端緒で、折角軌道に乗 を有利に組めて出発した。漸く軌道に乗った頃‘ 金剛商

りつ ι あったものも 、元の木殉弥で閉居のやむなきに至 会支庖え金剛奴( 大平仮〕の注文に行った事がある。そ

った。 の頃げ. 久保氏や神谷氏の居た時分で、支后長に、いくら

そうしているうちに日石下関販売庖長の笹岡氏に招か 事情を話して頗んでみても 、絶体現金取引を一歩も諮ら

。れ下関へ診転した。関門と云へば当時四本三大市場のー ず、東京時代にスレ{ ト工場の苦境の: 祭、微力をつくし

として、満州朝鮮、台湾への進出口として段娠を呈してい た事を惣い出しで悔しかったが、後日事ある毎に反省 し

たが、建築材斜は大正 9 年後半期よりの不況に11年にな ρ 会社のjf[鋲として内外に重きをな し、自他共に許して

るもなかなか景気わよくならなかった。当時九州及宇部 いた人が、一旦独立した際、余りにも過た日の拶を追い

等の炭抗の抗夫長屋の屋恨材として、ノレ ーフイング( そ 過ぎて失敗した人達のいかに多いかとい う事を H その時

の頃は便利瓦と私していた) を知った。国産品と して始 気付き、以来自置と発憤の好材ー料と してきた。

めての、 日本建築紙工大阪支庖より高田容三氏が来られ 中島製作所が佐藤慾造氏の指導で「ウエットマシ γ 」

よく宣伝に同道したが、を巻10円渡しで 2円以上の利益 2 台を製作し、 1 台で東京荻窪に、富土スレー ト株式会

があった。ノレ ーフ イングの高田といえば戦時中物故され 社を創立、あと 1 台を放出工場に据えつけて東洋スレー

たが業界では活援競であった惑はよくご記憶の事と恩 ト株式会社も創設された。

う。 土佐沼橋電停前に居た建盛商会梶田氏が、歌島僑え J レ

大正12年関東大震災があり。災害の後生局 しい時、初 ーフイシグ工場をこ しらえ移転 したあとえ、 庖を移し「

めて東京の均hに足を印し、丸之内21号館を出張所として 佐藤合名会社」と組織を改めた。浪速建材・株式会社も同

活躍した。セメントも滋入りから麻袋入りとかわった石 じ5 丁目で、防水工事とサッシュを取吸い、当時一流E ! ;

綿窪突の元祖、金開煙突で有名だった金剛商会の多田学 材業者たりし、木下謹三商庖も江戸沼南通へ立派な事務

氏が、大井町に石綿スレートの製造を始め、浅野、星野沢 所を新築されたのもその頃であった。ノレ ーフイ γ グも「

の古豪と販売競走を始めたが、16吋角 1 枚 5 銭何厘まで 日出 J r三ツ墨J rマノレエス」と三大メーカ ーの優秀品

値下げして失敗に終り、朝日を加えて日本スレート販売 が巾をきかし、輸入品はだんだ身姿を消し、そこえ「工

株式会社を創立された。金剛商会えセメシトを供給 して 英社J r建盛商会」製品の出廻るにつれて、次第に競走

いたので、多額の代金回収が不能となり全く困り、遂に も激しくなり、特半号、半号、 1 号、2 号品という よう

. は在庫品全部を背負いこみ、販売、施工誌負に先方の経 に貫建で、一番安価は、 1 貫40銭前後だったと恩う。何

，験者を数名人庖させてこれに当らせ漸く解決 した。ス レ 号品とプライマーグを貼って居ても次第に目方を落して

{ ト を扱う ようになったのはこの時からである。前記の 規格も崩れて無茶苦茶になったもので‘ ある。それから有

競走の余波を受け困って居た時、東京スレ ートの責任者 名な昭和の大パニツグ、金解禁の極端なデフレ政策で未

3奇麗慶三氏と種々 折衝し、 石綿はカナダより 、セメント 曽有の不景気の襲来は、時の井上準蔵相の暗殺に迄発展

i 主小野田と、何れも三井物産より供給を仰ぎ、これによ し手の つけようもない状態で， ｾった 。庖の方 も折 角 ｬ 順調

... " ，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，""'"""'，，，.，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，"'，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，""""'''' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' '0'" " ，. ー
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に進んでいたのにこの被害を受け、売掛金の回収不能の

為小切手のたらい廻しを 1 週間もやる等し、それこそ世

の中が僚になり死をさえ覚悟した程だった。昨今流行の

融通手形はこの事があるのでよく肝に銘じて、再びこの

失敗を繰り返さぬ様心掛けている。

東洋紋績敦賀工場新築エ事の内第 1 期、第 2 期を通じ

防署県コ Fレタ猿工事を犬林組より受注したのは其後で‘ あっ

た。 コルタ板 2 吋角約20万枚を要した、コルグ工事とし

ては今迄にない工事で工員60名で 2 年を要した相当問題

の仕事で・あったので、佐藤合名はつぶれるだろうとの噂

がもっぱら立ったもので・ある。コルグ板の注文は、広島

東洋工業へ出張し、社長松田重次郎氏に交渉したが( そ

の当時多量生産の工場) 当時としては余りにも数量が多

大過ぎて 、原料が足らず末弟を朝鮮に 3 ヶ月も出張させ

て原料集めにあたらせ、汽船で宇品に揚げ漸く完成した

のは一生を通じての一番痛快事で、あった。

昭和 9 年の関西大風水害の記憶をたどって見ょう。物

凄い風のうなりに 2 階から見ると 、庖の前に止っていた

積荷のま与のトラッグは、風のたびに後へ後へ押され、

街路樹は将棋倒しにたをされ、)11向いの東神倉庫の亜鉛

板はウナリを立て L 飛んでいった。少し静まって、土佐

沼橋のてすりにすがって見ると橋際の家が、スローモ{

ショ y 映画をみているようにつぎからつぎえと倒れてい

くのが見られた。夕方九条の東洋スレートへ見舞にいく

と)11口あたりの電車道は腹あたりまで水がきて、木仰、瓦

が浮いてとても歩けなかったのを覚えている。翌日は早

朝から、スレー トやノレ ーフ ィγ グ芸員の屋根材を買いにお

客がつめかけてきた。其後数回はトラッタ借り切りでス

レー ト工場より被害現場の運搬が続き、スレート職工が

うけに入札松島を根域として職場へ通っていた者もあ

ったようである。翌年佃町に工場を新築し、ワイヤ ーラ

ス製造機械を据え、野穏の製造を開始したワイヤーラス

は川崎式と指定になって居り 、蛇舗は川崎式特許とて、

読負ったのが、坪 5 円 5 銭て‘ あった。それから岐阜、川

崎、明石の航空機工場のスレ { ト屋根、壁、天井大平工事:

約10万坪の施工を終った頃は庖に2、3名しか残らず皆応

召してしまった。事変が太平洋戦争となり 、鉄鋼統制は

益々厳しくなり、災害復旧用蛇箆も次第に線材の配給が

減って来たので 、蛇籍統制協議会〕東京の )11崎、東洋鉄

網、長作工場、木崎と大阪佐藤産業の 5 社と商工省、内

務省、農林省、日線工聯) をつくり 、毎月会合して、割

当てをとり各府県に供給したもので‘ あった。戦況の雲行

きも危くなった時には、タイピストたった一人丈となり

第一回の大阪空襲で江戸沼倉庫はまる焼けになり、毎日

サイレシを聞くようになり 、疎開を決意して、工場も売

り整理も勿々に閉居、郷里岡山へ帰って百姓生活に入っ

た。

悪夢のような戦争も終り 、インブ レが郷里の山奥にま

で‘ 及んで来た。 23年 7 月叉々大阪へ帰って来たが、 5 年

余りのプラングは、何を始めるにも億劫で、毎日弁当持

ちで、知人や新聞社、北浜の証券会社等を訪ねて色々と

意見を聞いて歩るき、何をするにも建材以外の経験もな

く、色々煩んだ末、 20年来の旧知山中氏 ( 山中製作所〉

と相談の結果同氏もラス工場が閉鎖のま与で・あったので‘

それの再開を計り 、製造と販売の分野を取極めて、一 身

合体の協力を約して愈々 24年現在地を求め一切の準備を

完了。井上工材株式会社として新発足したので，t? る。

以上私の半生の記録を通しての ｾｍＧ 界の変遷を筆した

が、最後に感じた事の一端を筆し結びとしたし、。今迄の

建材業者のゐりかたを見ると 、全部とはいえないが、余

りにも無暴の競争が過ぎはせぬかと思われる。そのこと

が自然材質の低下と 、 不正の施工に落ちるのではない

か、互に心して自重しなければ建材各業者の発展と向上

が計れないのではないかと思う 、今後共生ある限り建材

業界の発展を祈ると共に徽力ながら力を尽くしたいと考

製造から販売に随分苦労して、各県土木部を際訪してこ えている。 (錐者 井上エ材株式会社社長〉

の諒解を得るのに苦心惨但したもので、この間に友愛会

大阪金属総同盟という労億! 団体の後援でストライキの茶 ×・・ φ ・… ・・…×・・ … ・… ×

番劇もあった、丁度 くさっていたので、工場閉鎖で対抗

して僅か 1遇間位で解決した。昭和10年佐藤産業株式会

社と改組し、主力を植民地に置き、台湾テシグス製造所

の一手販売をし砂糖積込船の辰馬汽船と特約して毎航海

大阪揚はもとより 、門司Aで積答え、朝鮮、満州等えも

相当の数量を出したものである。

昭和12年目玉E事変が起き社員がつぎつぎと応召し半数

に減ったので、思いきって業務の縮少を決意し、株式会

社を解散、佐藤産業商会と個人経営に変更し、大同ヒ' ノレ

4 階に移転した。事変直後続々と病院船の帰還に金岡陸

軍病院の建設が始まり波形スレ{ ト 1 万数千坪の施工を
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第42図

( 第41図〉いずれも掲立式の柱で、その下に礎板を置い

た ( 第42図) もので、丁度登呂発姻の柱根に類似してい

ま す 。 ( 第12図) この柱を連ねた場合、いくつかの建物

が廊下で‘連なっていて 、 丁度後世の寝殴造を ｦ 佳ｾさせら

れるようなものです。これが、聖徳太子の斑鳩宮祉で、あ
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第43図 復 原 伝 法 堂

住宅関係の今一つの遺構が、大和西の京の唐招提寺に

あります。 (第47図) 続紀によると唐招提寺はもと 、新

田部親王の宅地であって、内乱のかどでぼつ収され、そ

の後この旧地を唐より渡来した肇真に給ったというゆか

りがあります。 さて今もこの一角に校倉 ( あぜくら〉が

二つあり、これが親王宅地の名残とされているのです。

最近浅野氏は南の方の倉を解体調査され、もとは家叉首

( いのこざす〉の小屋組をもった切妻屋根とされていま

す。 ( 第48図) ( 考古学幸館、昭和2:7年 3 月号〉

以上が邸宅関係の知り得る限りの形体です。

2  宅地の班給

前号で述べた藤原京や平域京などで、貴族や大衆除ど

んな宅地を持っていただろうか。大路や小路に図まれて

、住居がどうし、うように囲まれて建っていただろうか。

突の処、平安京では相当程度明かにされていますが、そ

れ以前については良くわかりません。特に平域京で、は特

殊な例の他は不明です。

* 域京以前の都である藤原京では、書記持統 5 年12月

に言噂があり、大要次のようになっています。

左右大臣の宅地 4 町

直 広 弐 以 上

大 参以下

fr 

2 町 ( 3 位以上〉

1 町 ( 4 - 5 佼〉

第46図 藤原豊成殿板殿復原楼主主

40 

2  

第44図 伝 法 堂 前 身 の 復原平面

第45図 伝法堂前身の復原側面

動 以 下 ( 上 戸 1 町 ( 戸口30人以上〉

イ中戸 7f 町 (ρ 20人以上〉

至 無 位 l
l 下戸 弘町 (  1120人未満)

1 町は大体36∞歩ですので、動 ( 6位〕以下無位の大

衆の宅地は、 1 人当 り卯歩- 4 5歩となります。 ( 関野克

氏の計算)

さて平域京はわからぬとして4 平城京聖武天皇の離宮

であって難波京の斑給を参考に上げますと 、次のようで

す。 これは晶紀夫平 6 年 9 月の記録です。

3 位以上 1 町

5 位以上 メ町

6 位以下 弘町

これは、藤原京より狭く、約半分位ですが、もともと

難波京は離宮であり 、大阪の上町台地という狭い処に築

かれた都で・すので‘当然で、しよう 。

平城京が平安京に遷る途中に晶司京が一時的に存在し

ました。長岡京は、当初永住ーする予定で・計画が行われた

ものですが、事情で実現しませんでした。 しかし、平安

京が出来て後も、長岡京に土地をもらっている人があり

第47図 唐招提寺校倉( 北〉 第48図 同復原( 南〉



それらの記録から見ますと、I J l E 給宅地は藤原京と良く以

ていたようです、叉平安京とも以て居ます。

そこで、平城京 も例外である筈はなく、やはり藤原京

の制度を引ついだのでしょう。しかしたった一例として

縦三位某の家地は 1 町だったことがわかり、これは難波

京に相当します。だから藤原京の半分です。それで私は

大たんな想像をしますと、平繊京は藤原京よりはるかに

広いのに、 3 位でその半分しかもらえぬとすれば、やは

り、宮城や寺院が極めて多くの土地を占め、叉 2 位以上

や皇室が、ばく大な土地を占めるに至ったからだと思い

ます。人口が密集 したからだと説く人もありますが、そ

う思いません。

:3.  平減京内外の庶民 (公民〉の宅地

平城京では、貴族や宮吏の宅地は、はっきりしません

が、庶民、中でもお経を写して生活していた人たちの宅

地については、正倉院文書中に宅地を質草にした文賓が

数葉残っており、やや関かになっています。これは、明

治44年に喜田貞吉氏が、叉昭和15年に松崎宗雄氏が( 建

築 史 2 巻 6 号〉更に関野克氏が研究されたもので‘ す。こ

れを二三表示しますと次のようになります。

人

城口君・ 谷 さ ん ・中之島一一 薮 中 一 良一ーの続き

(  47頁より続く〉

う。叉板屋一間に10人位住んでいたようだから、 1 人当

りの宅地は 6 歩位いになります。

平城京では、ー坊のろi6 が 1 町 c= 1 鰐〉で、40丈四

方のことで・す。庶民の場合、この 1 坪を更に16等分し、

これを庶民宅地の単位としたようです。この単位を更に

メ~弘にしたのもあります。( 筒表中、右3. 3とあるの

は右京 3 条 3 坊のこと〉

平城京以外の宅地についても 、E各々同様のことが言え

ます。これも文窃が沢山あります。大体、家地一段、板

屋一間とし、う狭いもので、倉はなく、板屋の大きさは長

さ1. 3丈- 2. 0丈巾O. 7丈- L 2丈といった極めてノj、さい家

でした。そして当時の庶民は、これらの宅地や家さえ、

伎に入れて生活しなければならなかったのです。

4. 絵 穏

宮城の広さは 4 坊、乃ち64町、貴族は 2 町- 4町以上

寺院が10町内外、庶民は 1 町の3，，16 の更にガといった狭

い宅地に、あわれな板屋を建て住んでいました。高位高

官の人は、立派な瓦基板ままの家機をいくつも並べ、倉も

沢山持っていました。その突例は第一節に述べたような

ものです。しかし庶民の家は、板屋以下のもので、万葉

集を見ても叉地方の文書に見る草屋を見ても草葺きのあ

われな住居の存在を知ることが出来ます。其の他に、例

えば東大寺の「布施屋」というのがあり 、窮民救済の社

会施設であった。家宅を質にした人達の幾人かは、ここ

へ入ったでしょう。しかしそれも焼け石に水でした。

( 筆者大阪市大理工学部瀧沢研究室〉

設備、殊に熱唱年機輸送機界の人となられた。谷さんの建

築家として録後の情熱を燃焼し尽きれた公会堂こそ、わ

れわれが谷さんの最も相応わしい慰霊祭場ではなかった

之思う 。 ろうか。

片岡博土の告別追悼式が、その因縁の公会堂でしかも ともあれ、谷さんは、岡田、辰野J 片岡の諸党党と共

自分の遺作品の漫で行われた。これも亦寡聞にして未だ に公会堂には忘れてならない人なのでゐる。谷さんは不

耳にしないのである。況んや、建ちならぶ遺作を前にし 幸子宝に恵まれなかった。昭和28年 6 月23日に白玉儀上

てとなると、恐らく惇土の本懐ではあるまいか。 の人となられると肉身の繋りの後嗣はないことになろう

建築は時代の好筒によって評価がかわる。朝に国際の けれども、われわれは、何日でも在りし日の谷さんの情

新鮮を喜び、タに国粋の幽玄を謂う。世紀の蒼苔と姻都 熱をあの公会堂のどの部分でも感得することができるの

の黒煤とは、建築の顔色をも更えるかも知れない。けれ である。( 日. 7. 5起稿) ( 筆者本協会元理事)

ども 、これに注いだ建築家の情熱はかわるべくもない。

たとえば、 日銀や図書館、公会堂等の窓台下を見よとい

小たいのである。 これ等より数十年新しい建物の窓台下

の煤で黒ずんだのとを比較すれば、一目依然、一事が万

尋: だといっても過言ではないと思うのである。

谷さんは、公会堂を最後として建築界を退いて晩年は

-・… . co ) 一… -
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九州の水害を被って

九州支部会員 熊本市本外堀井田]72

古 閑 靖 通

熊本市内の被害状況に関して、私の体験した事を簡単

に御知らせ致し、これが何かの御参考になれば宰と思い

ます。今度の水害は六拾年振りと伝えられてありますが

その当時の状況を年老な人に聞いて見ましたが、河川附

近一帯と、低地の部分だけの被害で水量は大分出たよう

ですが、今度ゐ三分の一位では、なかったろうか、 と云

う話です。本年は量も多く 、叉芙の半分は土砂で・あった

事が、特に相反する点です、新聞ラジオ等で発表された

様に市内一面が泥海と化してしまったので、す。

入梅前から例年程度の雨量で一ヶ月以上続き、入梅期

から雨量も日増に多くなり、雨叉雨の連続でした。前日

から急に大粒の大雨となり早くも市内の下小道で、は排水

出来ず、低地や道路等は水が溜り、歩行困難となりました

市内の中心地を流れる阿蘇高原野から打出する白川を眺

めますと ) 11幅百米以上もあるのに刻々と増水がわかり数

分間にー米位上昇し、自動車の走るような速度で下流へ

と流れる。早くも上流の木橋が流れ藷ち次から次と木材

類が洞一面に広がり濁浪とー諸に流れて来る。雨は降続

き水位も矯桁迄上り低L 、字書から狗I外にあふれるこの頃に

なると、市内の下水道では河商が上った為、逆に道路上

に泉のように吹上げ一面水海となってしまっ介。

私が或る木橋を流される迄見ました、上流から来る材

木等が次から次と、橋柱にかかり水面も桁あたり達した

と思うと 、中心が浮び上り横振り始め半弓 D ようになっ

た、すると間もなく梁桁類がばらばらに浮流して両端に

かけて同様に浮び流失するまで、湯槽の中で、洗桶をい

ぢる程度で楽々と持去って後には何もなし、。

あの阿蘇山腹の水が山津浪となり由) ｉｉｾ こ打出し震は破

壊し、家屋がi * れ材木類と雑物とー諸に土砂混合の濁流

が下流へと走り、木僑を打流して市内に押寄せたのです

これが為、市内の木橋は勿論の事、鉄筋コシグリ ー ト僑

も打流されてしまい通行出来るのはーケ所て、実に無情の

至りである。市街に入る白川の子飼僑の鉄筋コ γ グリ ー

ト矯に何千石もあろうと思われる木材類がかかった為荷

を仕切ってしまった。 これで、流水が一旦止められるので

、水圧が右左岸に当り捲を打破りあっと云う間に市街に

出てしまった。 この出口附近の家屋等ーたまりもなく濁

流に呑まれ此の一帯の者は家屋諸共、数百人が押流され

て溺死叉ほ不明となった。実に恐しい事である。

私の家も此処よりー粁以上離れているのに流れに呑ま

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 ..c金、
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れ、家財道具を揚げる間もなく肝下まで泥水につかりか

ろうじて家屋は助ったのです。泥流の来たのが午後九時

頃と思う 、電燈が消えて真黒になり水音に鰭き外を見る

と一面泥海となって押寄せて来ている、外に出ょう と思

うが戸が開かない 、ま ごまごしている間に背が立たなく

なり平家であるので抑入の中段から天井を破り屋根を打

渡して上に昇った、雨は降る、外は真暗で何一つ見えない

人々の声が高まり助けを呼び乍ら流れて行く者もある、

家が音をたてて壊されている。材木類が流れて家に当り

気持の悪い程振れる、気の精か浮び上る様で何時流れる

かもしれない生死の界をさまよい、二三時間は過ぎたろ

うか嬉水がu: り少 しずつ下り始めたので‘ ある。 この時の

嬉しさ 、助かったと云う気持で皆な顔を見合せて涙の出

たものて、す。

夜が明け初めた頃は水も大部滅り室内に降りて見たら

何と泥回のようになって家具類は壊れ叉は返され、建具

は流れたり、壊れたり見る影もない有様、外を見ると AK

魔と戦って生を得た各被害者が彼方此方と夢止めしてい

る。突に惨たんたる現況である。熊本市全般に此の様な

惨事が一夜の内に起った恐しい水害で毎日々々泥砂掘出

しに一生懸命に戦い続けている。

今度の水害は勿論雨量も多かった事と 、阿蘇から打出

した水と、十五日の満潮の大潮がー諸になったため、 1可

水が潮に押されて、排水出来ず堤防や嬉を打越したのが

原因だったろうと思われる。

この様な事が再度起らないように河搭を高める事が必

要だ。

私が一寸気の付いた事であるが市街の隅々等に水禁を

設けると良いと思う。今度の場合も各々自分遠の地盤の

高差が解っておれば塘を打越した水が来ても有る程度の

準備が出来て被害も減少出来る。河岸一帯は一目で解る

が市街の中心部は想像も出来ぬ有様で町の所々、電柱に

でも良い、人目で気付く場所に明記すれば皆誰でも常識

として知れる。二度と洪水が有つては困るが用心に設け

たいものである。

記載事項のお願い

大阪市役所住宅課 水 谷 正 幸

私の要求致します事は建築、行政の件であります。

例えば一級、二級建築士、建築主事等の、試験があり

ました時には試験問題を記載して頂きたし、と思います。

叉別f冊冊で

材価格等の、変動等をお願い致します。

の
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新材料ニュースを!

A  I  生

今回より本誌上に H 会員の声 ρ 欄を設けられる事にな

ったことは会の為にも叉会員にとっても喜ばしいことと

思う 。会誌は一般会員にとっては毎月最も大きな期待を

かけているものでゐり従って編集担当の方々は常に会員

の意機を反吹した方針に則って居られることと恩うが、

やはり会員が積極的に意見を陳べてないと、ともすれば

遊離したものになりはしないか。その意味で大賛成であ

る。大いにしかも気軽に誰でもどしどし投縞したいもの

だ。此れが結局我々の会を発展さすーっの道だと思う 。

さて気付いた点を一つ、時々地方都市に行き建築技術

者に接して色々の意見を開くが、新しい材料に就てのニ

ユースが大都市と較べ非常に遅く 、色んな点からも田舎

はやはり田舎であるが、出来るだけ早く知りたし、ものだ

と言っている。勿論大多数は協会員ではなし、が、他の充

実と相侠って、こんな欄が設ければ発展等の一助ともな

ろう。

協会が発展するにはどうすれば

よいか、その他

脱 会 員 よ り 再 入 会 し た き 者

協会は雑誌の配付ピ依って会員としている以上、雑誌

の内容を変更する事。

( イ〕雑誌の半数は業者の宣伝である。 (ロ 〉 もっと設

計、施工、数学、構造等に闘する頁を設けること( ハ)

業者宣伝収入に依って聖，l U 昔、発行が容易なれば我々として

は、話十、施工、構造、設備、数学等、英の仙の件が記

入しあれば、勉強雑誌ともなり、若い建築家がどしどし

入会する事と思う 、叉小生が協会へ紹介せし12名の人が

、叉ス会するとの事、此のロ名は今は脱会している。

「建築と社会」誌についての要望、批判。 ( イ〉上記の

通り建築家に必要なる記事のみをのせ業者の宣伝は別に

発行するべきである。( ロ〕協会を脱会した者は皆新建

築及建築学会の雑誌等を手に入れているから内容を他の

雑誌に負けない雑誌、とする事、入会者は多少の金銭は言

わないはずで為る。

見学すべき建物については現在の所で良いと思う 。

「若い人の声」として上記の如き老若男女を問わず勉強

参考になる雑誌を発行する惑を希望しております。

此れ等のお願いは建築界発展と進歩に大きな役割j を与
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え明るい気持で望んで行けるのも協会の一大使佑，と思い

ます。

会費に理解をもて!

H  U  

梅雨も上り良いお天気になりました。照りつける太陽

でびっしょりと汗がにじみ出る様にとなり 、涼しい憩い

の場所が何より体を休めるものです。暑い折にも会員諸

兄には新しい希望と突現えの道に毎日多忙な事と思いま

す。所で我々協会会員も今までの協会の歩んだ古い道を

新道へと時代の道と理想によって構想するものですが、

ここに新しい義務をわすれではならないと思います。そ

れは会をもっと理解する事であり 、これによって発展し、

会員相互の親睦を見る萄: が出来るものと思います。 これ

に義務となっている会裁を理解をもって払うべきだと思

う。私自信も度々訪ずれる集会者を見て、なぜに彼が皆

かららあまでも文句を言われなければならないのか、4皮

が協会の事務を担当しているとは云え、彼がどうのこう

のとやっているわけでもなし、。一定の給料日に集金にく

るだけである。集金とはどんな意味にあるか。

義務である会費なら彼にそう手わずらわさなくても良

いものと思う 。彼等は会員諸兄の便利を計って 、御都合

をお聞きするものと思うが、此の暑いのに汗を出し諸兄

の手元迄行き今日は者s合が悪いとか何とか云A する事は

賢明なる言者兄も 12、3才で義務をわすれているものと恩

う。私は会の発達を心から願う者であるが、会芙のもの

も会員の気持を段取って幸儲莱の他に心惨卜けて頂く事: を

真にお願い致します。 ( 建築課彰j務〉

水害対策を講ぜよ

その復旧予算と復興ブラシを立て

S 建 設 技 術 者

西岡本、紀州、中部方面に起った水害によって九州で

25∞億円、紀州、中部で1∞0(;意近くの損害をもたらして

いる。その復旧は緊急事だ。政府はわずかに数十億円で

お茶をにごしているから、至急に35∞億円を計上して、

復旧に充てるべきだ。その費用は、再軍備に廻す金を使

用すればよい。仮りに 2 ヶ年計画としても年1750億円の

予算でもよいはずだ。そうして、労働者や農民に仕事を

与えることだ。そうすれば、国土の荒廃を救う大きな運

動を起す第一歩となるだろう。このような、復旧予算と

復興プラシを組み、国民の生活改善と国土の荒廃を救う

対策を、国民の側から立てようではなし、か。

の
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鹿 島 建 設 株 式 会 社 九州地方の水害iこっき早速御郷還な御見舞を頂き まして

常務取締役九州支庖長 村 井 佐 八 いつも乍らの御懇情誠に有難う御座居ます、厚〈御礼 申 、

拝 啓 今 回 未 曽 有 の 豪 雨 tこよ b九州地区出水の際は早速 上げます。

ヰ旬 F丁重なる御見舞{ e 頂き厚〈御礼 申上げます。弊社各現 務に見る大雨のため tこ、当市内の中心 iこ在る拙宅でも下

場tこ於ても相当の被害を重量るものと存じて居りましたが 71 < のはりが惑〈畳の上 6 寸位 いまで濁水に浸されました

幸 tこも損害は軽微でごさ「いましたがら何卒御放念下きい が、幸レ iこ2 階があ b ましたので待避した犠な始末で別

イ旦し九州としては稀有の惨害をき買って居 h これが復旧tこ tこ被害iこ御座居ませんので御安心願います。

は容易ならぬものがる b ますので特 iこ建設の一端を担う 北九州、熊本、佐賀、筑後附近の災害は言語を絶する と

者として今後復! 日こ最善の努カを尽す所存でごさ「います 申 しでも過言で御座居いません、人蓄を 失い家を涜され

先は右京教え守護中を以て厚〈御礼申し上げる次第でご 食糧は水浸し となり衣料を 奪われた人々 lこ均ペれぽもの

き「います。敬 具 の数では御座居ません。

急 tこ暑〈なる事でしょうから御自愛の程を希います。

小倉市f 1J津新田了二

株式会社 藤 田 組 小 倉 支 底 大牟岡市西米生沖田

護 務 今回の水害iこっき早速御第重なる御晃舞{ e 辱う い 鴫 生 茂

たし深謝致します弊社 も遂iここの厄を免がれ得予支庖事 御見舞有難う御d ' いま す。

務所現場等浸水致しましたが幸い損害を軽微に止め得工

事施工 lこ支障を来すことな〈一同新なる決意のもと tこ復

興に寄与致す覚悟で御座レますから阻に倍し御愛顧の程

御原い申上げます

t略儀ながら右御礼申上げます

昭 和 鉄 工 株 式 会 社

社 長 飯 田 実

議 啓 当地方を襲ったこの度の水橋 iこ対しでは早速御郷

重なる御見舞に接し御芳情有難〈深謝し、 Tこします。

その惨状ば言語 iこ絶するものが御座いますが幸い tこ弊社

刊僅かに工場内浸水の程度にて被害無〈平常連 b操業中

tこて生産上些の支障も御座いませんから何卒御放念下き

れ度額い上げます。

先 i士取敦子番中{ e 以て御礼申上げます。敬 具

池 田 建 設 株 式 会 社 福 岡 支 庖

支庖長 馬 越 繁 造

ー此 の度の水害iこ際しましては早々御町蓋なる御見舞の御

言葉を賜 b まして誠に有難〈深謝致します。

株主土は幸い tこして軽微な浸水の程度で平常通り営業を致

して居 b ます。何工事現場もほとんど被害な〈作業を続

一行致し居 b ますから何卒御放念下さいます様願い上げま

す。

先づば不取数以寸番御礼申上げます。

福岡市今原町 4 / 127

松 田 旦 平

一初夏の候御健勝{ e 御悦び申上げます

川 4川
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大変な雨でごぎい ました。鵬〈も見るも水のカの恐き許

りと哀れな話しで気もめいります。

御蔭様で少し床下浸水しましたが、物の数iこいまいりま

せん。子供達ば海水浴と許 h 広緩からポ ーチをでて裏の

国一面の水の中で魚を追い廻す有様、家族一間無事元気

であります。 生水、生物気をつげて居 b ます、イ也事乍ら

御放念下きいませ。合唱主

株 式 会 社 間 組 福 岡 支 庖

取締役支広長 田 中 敬 親

拝啓 今回の水害 lこ対しましでは早速御見舞し、を賜り有

難く御礼申上げます。

当地方比度の洪水は60年来のものc 2 . て被害は殊lこ甚大な

もので御座居ましたが幸い lこして弊社の損害は軽微で御

座居まして営業iこは何等の支障もな〈水害復旧に全力者?

息して居 b ます何卒御安心下きい

先 t主右取教えす・御礼迄

支援星雲喜三九州出張所

所 長 木 村 貞 雄

謹 啓 益 々 御 隆 昌 奉 大 賀 候

陳者今般九州地方の水禍 lこ際し早速御懇篤なる御見舞iこ

接し御芳志難有厚〈御礼申上侯以御蔭被害は僅少に止ま

る見込 iこて平常通 b一同社務に従事室主居候閑何卒御休神

被成下度侠

先 ! ; t 右取不敢御礼申述度主日新御座侯



; 和 歌 山 fご よ り (第1信〉

28. 7. 24 
栗 林 一 馬

前略今回南後水害に当ｾ qj却斜: mなる御凡舞に 預 りま こ

とiこ恭けな〈厚〈御礼申し上げます。

幸い和歌山市並に近郊は差したる: 被害もなく 、 目下災害

御見舞状le頂き婚し〈存じます幸い iこして小生 の身の家

等何の被害も こ うむらする iこすみました在 ヤ御返事を出す

ペ き所今パスケットポ ールの合宿中なので御返事の遅れ

て しま い まじた ことをお詫び申し上げます。

取り君主す' 御返事迄

28. 7. 27 
註 本 喜 ;欠

地救媛の本拠となって居りますが慣災地ば会〈日も当て 今次の災害に早速御見舞状ぞ頂き感首長致して居 b ます。

られぬ惨状でご 5 います。 IJ 、宅はお蔭様で被害lまゐりませんでしたが高野山の奥池

何れ詳しい御報告申し上げたいと存じますが、只今入手 iこ癒災者の救出に参 b ましてその惨状と水のカの言語に

致しました状況別紙の遥 b でご Y います。 絶する偉大き lこ肌に粟を生子る思いが童文しました。

何今回の災害は m盈峻険の山叉山に図まれた奥地を童書つ 不敬取御見舞厚〈街l礼申上ます。

7二計 b 知れね豪雨に各河)11の71<嵩10 メートノレ乃至20 メ{

トノレ iこ及んで沿岸の道路、人家を流し、橋梁を? 落し、 山

足 le奪つては 山海 i良ぞ起し、禿げ上った 山肌から噴水す

る脊現象を生す' る等、移しい避難者を出した上猶も流木

と倒壊家屋の残骸ぞ以て沿線の部落をなぎ倒しつ h 下流

平野 tこ氾濫し、人署長耕作地ぞ水没せしめ甚忙しきは見渡

す限 b深さ 2 メー トノレ iこも及ぶ砂原と化した田地もあ b

ます。而して流木、屍体¥; J : 海を渡って述〈淡路、四国 iこ

まで漂流すると云う 、将 lこ山は f毎日げ海はゐせなん未曽有

の惨害で御座い ました。

げ忙し木の国を以 て讃われた本県も過度の伐木によって

向水、山崩れを一周大き 〈したものと言われて居 b ます

先は右概況をお知らせ申し上げ、御同情厚〈御礼申し上

げま す。敬具

7. 18 和 歌 山 県 水害 状 況 ( 7 月22 日現〉

| 有田川1 I目劃 ll :紀 の 市 のf也| 計

?E 者 185人 265  142 48 640 

負 傷 者 510/. '  3，178 14 808 4，510 

行 方 不 明 892 11 520 81 189 1，682 

家 屋 全 壊 673戸 518 51 658 1，900 

問 半 壊 320 11 900 611  1，025 2，306 

同 流 失 1，514 11 1，631 501 1，359  5，005 

床 上 浸 水 1，27011 7，288 13，732 

床 下 浸 水 1，557 グ 2，370 8，844 13，141 

Z流失〈埋没〉
125町

歩

2，321  2，672 

同 冠 7)<. 282 11 1，354  6，571 8，207 

道 路 損 壊 13 11 681  7，584 7，665 

橋 梁 流 失 14所 3811 23 409 484 

堤 防 火 壊 34所 790 423 1，447 

山 崩 れ
7  11  1，600 1，608 

被 災 者 概 数 21，740人[31，314 18，745

1

33，176 105，005 

28.  7.  27 垣 本 堅

前 略御 免下さい。

28.  7.  25  
佐 々 木 末 吉

拝復 御見舞状有維う家屋t士流失しましたが家内一間無

事です。

迫 而 今回の水害の大なる原因! 土堤防の不完全 lこ依るも

のと 関知してい ます。

28. 7. 25 浅川組社 長 長 井 長 一

拝啓毎度種々御引立を? 賜り有 b難 〈御 礼 申上げま す。

扱 て本月 18 日の本県下未曽有の大洪水に際 しまでは早々

御了1I l な る御見舞状ぞ辱うし深く御礼 申上げ ます。

弊社 関係従業者中不幸にして家屋の浸水せるもの数名ゐ

るも事務所魁' こ人命 iこは何等異状な〈 災害復旧に会刀を

挙げr居 りま すれば御安心賜 句度

情今後共よ ろ し 〈御援坊を賜 h ます様御願 申上ます。 先

づt士耳主急ぎ御礼申上ます。

2s. 7.  24  

和 歌 山 ス ト レ ー ト 株 式 会 社

多 国 大 奥

見舞有難うごぎい ます。

弊 工場と してはセメシトを滑らした 7ごりで他 lこ被害はあ

りませんが県下水害地にある販売代理庖ば何れも可な h

の被害があ h 御坊の如きは未t::: に人共に行方不明にて間

接的の被害は少くないと 予想して居 h ます、当面の集金

等ば全然出来す・経営上非常に因って居 りま す。

先 は方御礼努々情況御報告まで。

28. 7. 23 小 向 商 会 小 向 正 雄

前 略 今 般の豪雨に際じ早速の御見舞有鱗 〈御 礼 申 し上

げます。

当地 l主宰い被害1Ui 少に て平常通 h 営業を致 して居 h ます

古文今後共何分 iこも よろし〈お願い申し上 げ ます。

取教す・右御宇u努々お知ら せ迄。草々
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手にして呉れなかった瀬戸物屋も、コレハと力を入れる

下請に出していた工事も l直蛍になる。 まあ、研究所から

庖えの第ーの礎石ですか。

こんなことですね。だから松原住宅といえば特に感慨

が深いですよ。アノ、阪和線は未だ出来ていないし、暑

い目盛りに股ケ池の停留所から半里程エッチラと歩いた

ことを思い出しますよ 。然し変りましたな。

と30有余年の回想に眼を細める・・・・・・。

その域口亀吉君が 6 月17日午後12時15分に逝去された

という 。 こちらが鰐きましたね。

安加の中学で泳ぎ廻乙ってから早稲田の理工科を出て大

阪と、浮世の波濡を凌いだ君は今や静かに古山tこ眠る。

古山と云えば、信濃なる古域のほとり、その人口に在

った家なので城口という姓だとは、協会25周年の東北旅

行での夜話、さては協会35周年の表彰式で代表 として旗

爽とした雄姿が、耳底に限底に今も鮮やかにのこる。

x x x  x x x  x x x  

大阪中の島の中央公会堂といえば、大正中期の代表的

の大建築でゐる。これにまつわる挿話二つ。

風雲に乗じた北浜の定本とし、う筒傑が、ポ γ と投げ出
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した当時の百万円。 これで大阪市に公会堂を建築寄附す

るとし、う。米が 1 升18銭の時代の話である。快挙として

一世を踏倒させたことは云うまでもなし、。

が、こ の後に痛ましい悲劇が潜んでいようとは誌が想

像し得るだろうか。活本氏は数年後に一朝の嵯駄が起っ

た。由来、北浜は鉄火硝畑の地、一喜一廷は恒のところ

、一起一伏の修羅の巷である。岩本氏とて冷酷な運命の

神の指命は免るべくもなかったので‘ ある。氏には諸方面

からの再起救済の手は混くも差し延べられた。が、これ

を謝して、轟然一発、この予備陸軍少尉は自らの春秋の

きづなを絶ったので、あった0

・・・後は令弟によってこの名家は続いたのである。

公会堂の設計は、指命の C o mpet i t i on として大正初

期の建築界を飾るトビッグで、あった。懸賞設計は、既に

大阪市庁舎 (青年置塩章さんが賞を獲られた〕、台湾総

替府庁舎、檎遅れて明治神宮、国会議事堂等々があった

が、これ等は一般競技で指命というのはその頃でも珍ら

しい。

童手々たる犬家、滋刺たる新進が駒を進める壮観の内に

、岡田信一郎氏が一等を射止める。実施設計は、地元の

辰野片岡事務所が当り荷揚数年、功を竣えで総失の美を

土佐掘、堂島の両)11の間に現わし、鮮やかな色の交錯を

波聞に吹じて、百万市民の歓呼にこたえた。

建築家は、今も昔もお口が賑やかである。非建築など

簡朗ー殺の表現は無い頃であったが、建築批評も黒田鵬

心氏などの美術史家から、楽屋裏の建築家も中々の頃で

ある。

岡田氏は竣工後の感想をいうー

帝塚山に20年近く住んでいたのが、阪和鶴ヶ丘に越し

ていったのは昭和25年も 6 月であった。松原住宅といっ

て、生垣で囲まれた樹木や花は多いが家は古るいし全く

草深い田舎 という感じの一廓である。

ここに専売特許の城口大正便所が使つである。一寸、

珍らしい。大正便所は仕様書に指定したことはあるが自

分で使うようになるとは夢にも考えなかったので・ある。

どうも紺屋の白袴のようだと可笑しくもなった。 と、そ

んなことを城口君に云うと感慨深げに往時を追想して君

は誇る -。

大正 9 年頃でしたね。

大阪へ始めて来て、わたしの仕事と云えば兄のやって

いる水槽便所が出来上るとその都度試験管を振り廻して

汚水の浄化程度を調べ上げ、結果を府の衛生課に持参し

て自分がO K といえばそれで役所 もO K という呑気な時

代でしたがね。

大阪南郊の田辺の南に松原住宅という新構想 (今から

:30余年前の〉の住宅群ができるというのです。早速出掛

けてコレコレの効能がある新構法だと 説明すると、宜ろ

しい、使いまひょうと、たった 1 度の訪問で 150の注文

を呉れた。未だ20代の鼻息こそ荒いが何分にも青二才だ

けに、こちらが矯きましたね。

ナーニ、 1 軒に百両余計に掛ければええのやと燐いて

いる経営者の意気、その這しい大盟主人の気瞬にや呑まれ

ましたよ。

と穏やかな口調で誇をつづける。

それから引き続いて緑ケ丘の三百と 。始めはログに相

中
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出来映えは、可愛いい娘を女郎に売られたような気が

する、む

ところが松井清足氏は、これに附け足してー

その娘は、始めから器量も良くなかった、と 。

この話を、後年無遠慮にも岡田氏に訊ねると、フ、、

、と笑殺されたので真偽の程は判らない。尤も、両氏と

もに辛刺な、良い意味での怠舌家の双壁として鳴り響い

ておられたのではあるが。

さて、その公会堂の現場で、始めて谷さんにお自に掛

ったのである一大正 6 年 8 月某目。

あの1協の片岡事務所での夏期実習のある日である。

現場の気鋭と 、谷さん初め一同の意気に圧倒され、事務

所と異る現場の厳しさを身に協みて感じたということだ

けが今も鮮やかに蘇がえる。

協会と学会との合併問題のときは、竹腰、谷両大人の

獄 尾に附く光栄を有した。この戦争の前である。このと

きに、谷さんの全容を見た.ような気がする。大正 6 年か

ら隔つること突に 4 半世紀。

現場の記憶では、寧ろJ令厳寡黙な意志、の人一実は恐い

親爺ーとばかり患っていたので・ある。それが、正々の議

論を展開されるのである。しかも、原稿までも作って議

を絞って来られるのだから、どれ丈感発されたか判らな

い。これは智将である。

悠揚迫らないあの温容、威容、これがどれほど力づけ

られたは判らなかったのである。 これは叉親爺がついて

いるのだと力強かったのであった。

ここで谷さんから聞いたお話の最も感銘深い一つを披

露しよう 。

谷さんは静かに語るー。

京城に銀行が出来る時である。 ( 註 公 会 堂 よ り 前 の

ことである) 辰野先生が、

君に京城の銀行の現場をやって貰うことにした、つい

ては今夜宅まで来るように。

と云われたので、即夜事務所の帰りにお宅へ伺ったの

である。奥へ通されて暫し待つ程に、やがて先生が現わ

れた。先生は、いつもお宅では袴を活けておられるのだ

が、今日は叉、羽織袴の正装なのである。

務りながら、じっと子座して担えていると 、今度は、

三宝が出されるので‘ ある。 しかも 、白鞘の短万、 9 寸

5 分が乗っているので、ある。

若いわたしが、如何なるのだろうと心に驚いたのも無

理はないて‘ しよう。判りますか・. . . . 。

と微笑されながら、じっと眼をつむられる… 。

それで、先生は、わたしの前に三宝を据えられて云わ

オもるには、 ..... 。

こん度の現場は、自 分としても事務所としても軍大な

現場である。それに速く離れて度，々は見に行けない。

それで君は、わしの代理として行って貰う。いや、わ

しとなって行って質う 。その精神でやって貰う 。龍り間

違えば腹を切る 、と0 ・." ・。

わたしは、その短刀を持って京城へ行ったのです。別

に短刀のご厄介にならずに済みました。

けれども、わたしは、それからの現場でも、事業でも

恒に、辰野邸での気持を忘れないのです ー・…と 。

これで、公会堂の谷 さんが読めたと恩った。この話は

谷さんの処世訪11でも為るが、辰野先生のー断面でもあろ

う。叉、宙親爺と蔭で恐れられたその辰野先生の信頼を

博された谷さんの人柄も 、よ く判る気がするのである。

今の1止の現場主任に、こんな古風なことがあるだろう

か、と泌みじみと思うので、あった。

x x x  x x x  x x x  

俸の序手に、中の島の東から治主主して見ょう。公会堂

の外装は、 Engl i sh Compet i t i on といった蒼いダロ{

ズ表紙の本がトラの全盛時代の名残を今にのこして賑や

かな赤白の彩り 、ファサ ードの アーチが力強く見る人を

圧する。震災前の東京馬場先の警視庁の入口にも 、少し

遅れて横浜開港記念館の入口にも同じアーチがあるが、

これ等は一つのアクセサリ { として変化と柔か味を与え

ているが、公会堂のは主役と して踏んまえて牌脱してい

ることに意匠の力強さがあり、叉議論の肢れとなるので

はあるまいか。

西は図様館。今でこ そ位置が悪くなったが、オーダ{

( 範柱〉の豪快さ 、ベヂメシトの消- 麗さ、デテ f ノレの周

匝さ、日銀支脂の前から中の島公園 ( 今の市役所の とこ

ろ) の樹の間を透してレネッサンス胤の端鹿さを満喫さ

したもので・ある。富豪住友家の寄附で同じく住友の野口

悔主の設計。議庫の大部は後補。今の周囲と景観は、半

世妃の変溢を物語る。

次は、差益国神社から市庁舎b 故会長片岡博士の遺作で

ある。鉄筋コシグリート構造勃興期のもの。 6 階を全部

スペアとした計画も、基礎を終った噴には最早狭くなっ

たと伝えられる大阪市の躍進時代のものである。建築協

会は、京大営繕課長山口孝吉氏の新案仮枠の突施と講満

会を、地階施工中に開いておる一大正 8 年頃。

日銀ｾ庖は古い。辰野博土の設計で背年時代の片岡博

土の監督。当時の耐震手法の一つ、軒上の鋼板打出しの

パラストレートなど今昔の感をそそる。

それから西は、ずっと時代が下る。

一人の建築家の遺体がこれだけ随を列ねていることは

珍らしい。学校とか工場とかの一団の建物群というのな

らば、お粗末であるが、わたくしにも 無くはなし、。その

都市の代表的建築、その時代時代の代表的建築が、奇し

くも一人の手に成るとは、誰が計画したものだろうかと

語るのである。

全く 、僅か 3 つに過ぎないなどとは云えないのである

これを運の一字で片付けるには、余りにも割り切れない

( 41頁へ続< )
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谷 民 蔵 君 の 言 ト

本会4 i 主主会員谷民政震が昭和23年 G 月23 日78才{ : >

一期として病主主されましたことは誠 lこ哀 悼に仁えま

せん。

谷さんと云えばエレベーターを 想う程I ，i ，t 送縫界の

元老でありました。

氏ば明治 9 年10月29 日府下北河内郡交野村4"li掌谷 主計理事ぞ務め られ叉事務局職員の退政i 1 寺身分等，恩

九左衛門嘉吉氏の二男と して生を享げ 、夙に工学院 い を致されていた。想えば建築学会との合併協議委

大学建築科卒業辰野片岡事務所に入り大正 7 年頃迄 員となり東西 lこ列席活躍されたのが想出 の種子とし

iこ15年間建築に従事されたが、此悶i第一銀行や大阪 で残っている数年前よ h 健康を害し27年入; 完奇跡約

中央公会堂等新建築を担当し一式直営工事実施当時 生き抜かれたが遂に長逝名物男を一人亡〈し淋しく

斯界裳ー望η 的でゐった とよく聞かされていた。成程 叉感慨無廷のものがゐる 。 きゐれ人生朝露 の身を以

当時所調西洋建築としてそれらの建築が如何に世人 て50年と称されたのに昨年古稀を祝きれ78才の天舟

の注目ぞ惹き珍らしくあったでゐろう司王が鎮かれ定 を全うされたのは以て冥すべしと云う処ではない?ゴ

めし谷さんも得窓であった事が想像され策金時代t: ろうか。

ったと考えられる 。大正 8 年 2 月エレベーターの輪 昭和27年11 月24 日本会35年記念祝賀会lこは参会者

入防過、国産奨励を旗印 tこ日本エレベーター K Kを 中の長えきとして代表、本会のため元気な fちで万才の

創 立、10年後 lこは皇室、国会議・事堂始め民 間lこ愛用 音頭をとられたのも昨日の様lこ思われ追慕の念1こTこ

5，000 余を製作大に国産エレの声価を挙げられた。 えないものがある 。

後間社が日立製作所に合併されるや昭和11年から来 葬儀は 6 月24 日自宅で近親者のみで営まれ一般知

邦粉送機 K K {:> ii1j 立社長になりコ γ ベヤー主主他称送 己の知らせなかったのを遺憾として工学院大学校友

縫製作lこ従事新界の重鎮として 大阪優良品協会理 会、 日本建築協会、建築設備研究会有志で故人の37

事、兵庫県金属工業組合聯合会県代表、建築設備綜 日 に 当 る Ｗ 月 Ｕ 日 Ｓ 時から市内北区西寺町冷 ｾ院で

合協会推薦会員並に本会王盟事、工学院大学支部長等 慰霊祭力主催された、

関係団体役員であった。谷さんは資性極めて強気で 当日は猛烈な 雨天の中 iこも不拘三国'体有志及一般

意気の人であり叉襲名の人でゐったので一面倣慢t: と 参列者70余人で故人の徳が使、ばれた。

の誤解を招かれる向があったが人情誠に濃やかで交

際久しき人tこは親愛きれ知己も多かった。 倫 当時関係各方面よ b 弔詞弔電が多かったが本会

本会 lこは古 い会員でゐったが、 半生輸送機界に活 よ H I: 竹腰会長が下記の弔詞を朗磁又三団体有志代

躍されたので若い方々にはなじみ簿ピった。然し昭 表と して挨拶された。主主に故人の若かりし日の肖像

和初期頃 lこは会員委員長、春秋大会委員長、多難な を掲げ御冥補をまず祈 b 申上げる。
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日 本 建 築 協 会 の 活 動 ・ ・ ・ ・ お 見 お と し の な い よ う に ・

一会 報 6 月 分一

定例理事会

第 3 回定例理事会は 6 月10日午後 3 嗣 0分より朝日ピ

J レ本会々議室にて竹股会長外 9 名出席の下に開催され、

大阪住宅復興促進協議会理事島田氏( 堺市建築部長) よ

り申越の上野芝にて住宅展示会開催に関する件、協議し

共催として準備委員会に当方から出席と決定。損害保険

算定会大阪支所の中村技術課長より火災保険斜率に於け

る構造規定と関連して、基準法、消防法、料率規定の 3

規則の合埋化に就て検討要望のため、英の主旨を災害法

規前委員会と若干の関係者とに中村技術課長の説明会を

開催と決定。会員入退会詮衡。事務局上半期賞与承認。

朝日ピノレ図書室を、会員利用の為の図書室として計るた

めに竹腹会長が、大阪アメリカ文化センターより建築関

係の寄贈図書に就て交渉と決定。殺事終了後種々懇談に

入り Ar chitect Bl ibg の話に花が咲き散会が午後6 時

半に及んだ。

定例午霊会

第15固定例午餐会は 6 月25日正午より心斎僑十合百貨

庖 2 階グリノレに於て竹限会長、東畑副会長外50名余会員

出席の下に開催し、特に今回は会員村野藤吾氏の欧米帰

教育委員会

斬歓迎 ι 芸術院受賞

祝賀を兼ねた午餐会

で、村野氏の設計に

なるこの会場を選ん

だ。そして村野氏を

囲んで出席者は黙心

に 「欧米建築の感想

に就て」の氏の話を

拝聴し盛会に 2 時迄

午餐会はつつ・き散会

した。

第 1 回教育委員会は 6 月8 日午後 3 時30分より朝日ピ

ル本会々議室にて鷲尾健三委員外 7 名出席の下に開催さ

れた。 出席委員が構成委員数の半数に未たないので‘ 議事

は要望事項の決定とした。〔以下要望事項〕 工委員長 1 名

幹 事2 名選出はハガキで全委員投票の事、2. 委員追加補

充は官公庁。建築事務所。士会関係者よりの事。以上終

了午後 6 時

災害委員会

第 1 回災害委員会は 6 月12日午後 2 時より朝日ピノレ本

会々議室にて池田宮彦委員長外 7 名出席の下に開催され

た。大和常務農事より既往経過、終戦以来の方針、26年

度、?:T年度の委員会活動に就て説明後、委員は28年度に

就て意見交換、地震関係、風水害関係火災関係の主査選

定と平常研究として火災保険の問題から消防署との問題

を残して午後 5 時散会した。

日本建築協会兵庫支部役員会

2砕 度 第 1 回支剖限員会は 6 月16日午後 4 時より兵庫

県建設業留企々館にて吉田信武支部長外10名出席の下に

開催され、支部長挨拶後28年度事業計画、副支部菟鳥飼

氏選出 3 名制承認、建材部門より役員 3 名選出承認等諸

事項協議後懇談会に入り盛会復に午後 7 時散会した。

火災保険料算定率の構造規定説明会

特別説閉会は 6 月17日午後 3 時より朝日ピノレ本会会議

室にて伊東五郎理事外13名出席の下に損害保険算定会技

術課長中村湖氏を囲んで損害算定構造規定の説明会を開

催された。

建築基準法 3 段階分類と損筈算定構造規定 7 段階分類

に於ける建築技術の立場から正しい意見と合理化に就て

の要望説明後聴 取出席者は中村氏を中心とした研究委員

会設置を理事会に提出と決定午後 5 時30分閉会した。

会勢委員会

第 1 国会努委員会は 6 月20日午後 3 時より朝日ピル本

会均議室にて浅沼委員長外 5 名出席の下に開催、大和常

務理事より開会挨拶、委員紹介後委員会筋邑報告と今後

の見学講演会予定、会員獲得、会勢発展に関する協議等

終了後会食懇談午後 6 時30分散会す。

出版委員会

第 l 回出版委員会は 6 月22日午後 2 時より朝日ピル本

会々議室にて谷口筒武委員長外 5 名出席の下に開催され

た。 28年度企画として欽骨鉄筋の構造計算図表グラブ集

の発行。施工に就ての出版等企画。右 2 件の取材に進む

事に決定。午後 4 時散会した。

建築見学ゼミナー

0 近畿電気電信会館見学

会勢委員会は 5 月28日午後 1 時より北区玉江町 2 丁目

の近畿電気通信会館を見学した。建築面積、延357. 31坪

敷地 525坪、構 造、鮒方コシグリ ー ト造、鮫計、 日本電

信電話公社建築部、施工、 大成建設K Kであって、その

変ったデザイシに感心しつつ参加者約80名、 午後 3 時 迄
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見学した。その日の説明者は電信局建築部調盤係長の鹿

田氏と大田氏で為った。

0 建築火災防火装置実験

会著書並災害両委員会は大阪市消防局の主催の下に 6 月

3 日午後 1 時より城東区西嶋野 5 の大阪市消防学校敷地

内に於て、スプリシダラー及びドレシチヤ{ 装置の作動

実験を主とした火災実験を参観した。大阪市消防局の建

築火災等実験実施要領と会負の近江屋防火部よりのバ γ

フレットを手にした後 130名の会員は熱心に 4 時20分終

了迄参観した。

0 神戸銀行本庖新建築見学

日本建築協会兵庫支部は本部会勢委員会後援の下に 6

月 5 日午後 2 時より大雨の中を約30名の出席を得て神戸

市生田区矯磨町( 神戸大丸横袈〕の神戸銀行本庖新築を

凡学殴計 日建設計工務加 工竹中工務底、鉄筋コンクリ ー

ト一部鉄骨' 構造、地下 1 階地上 5階建坪約 427坪余、会

員の石弁建材より田島応用アスフアノレトタイルのカタロ

グ並に日本プム K K ( ダンロップ) のカタログと手拭の

配布を受けた。質問応答後午後 4 時半散会 した。

0 大阪生コンクリート佃工場見挙

会勢委員会は日本建築協会兵庫支部と共に 6 月25 日午

後 2 時西淀川区佃 1 の大阪生コシグリート株式会社佃工

場を見学した。 2 &切可傾式ミキサー 3 台、/ 昆線状況、同

社独得のタン 7" トラ ッグ( 生のまま 15キロ供給可能〉セ

メシト並骨材受入設備、パケットエレペ - ，jt一 、ベノレト

コγ ペア ー其他施設を見学し、従来のコシグリート施工

観念をま六い去る事を如実に感じられた。多数のコ γ タリ

ー トテストピ ースが水槽の中に見られ、各施工者名が記

せられていた。見学参加会員は 120名余。往復は大阪窯

業セメント提供の借切パス 2 台に乗車、大阪駅西口解散

は午後 4 時であった。

建材品質ゼミナー

。日本ス夕、ソコ。 ドライブイツト。下図式ヱラスチ、ソク

Eま草野。門図式緩止ポールトナット。

6 月6 日午後 3 時より朝日ピノレ会議室にて第 3 回建材

審査会は置塩章委員長外10名出席の下に開催検討協議す

終了午後 7 時30分。

0 キルコート。東洋スレート。門図式緩止ポールト。 ド

ライブイツト。

6 月l 2日午後 4 時より天神橋分室にて第 4 回建材審査

会は竹内成夫審査主査外 4 名出席の下に開催。審査検討

し終了午後 7 時。

0 量産材、日赤ス夕、ソコ。

6 月19 日午後 3 時より朝日ピル会議室にて第 5 回建材

審査会は政間基次審査主査外 8 名出席の下に開催。協議

検討し終了午後 5 時。
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:会 員 j l会 社 ｾ ｩ 消 ｾ l息:

移 転

O 佐久間逸治一級建築士事務所 ( 代表者) 佐久間逸治

( 旧〉阿倍野区阿倍野筋5寸目 3 1 T E L 天王寺@ 8168

( 新) 阿倍野区松崎町 3 丁 目1 6 4 T E L 天王寺@ 6596

0 東和建材株式会社 ( 代表者〉田中民三郎

( 旧〉西区京町姻通 1 丁目 1 7 T E L 土佐堀(44)2716

( 新〉東区横堀 4 丁目 42 T E L 北浜 ( 23) 8214

0 館林商庖 ( 代表者〉館林熊司

( 旧〉京都市下京区西九条大国町34 ( 工場及び倉庫〉

( 新〉京都市下京区大宮通四条下ル郁文校前

T E  L (84)4468 

0 北島健二氏

( 旧) 住吉区粉主主東之町 3 の 7 津国治男方

( 新) 住吉区帝塚山西 4 / 22

メンバー移動

O 水谷正男氏 ( 大阪市建築局庶務課指導係長〉より

( 倉敷市建築課長〉に

0 長谷川哲之助氏 ( 兵庫県土木部建築課〉より

( 近畿地方建設局営繕部〕に

0 菅原輝雄氏 ( 姐住宅綜合株式会社〉より

( 大成住宅綜合株式会社〉に、T E L 天王寺4217

電話番号変更と増設

O 田島応用化工K K大阪出張所

( i 曽設〉土佐堀 ( 44) 17伺

( 既設) 土佐姻(44) 8Cゆ. 810. 1773

0 田島応用化工株式会社本社

〈新〉王子91

0日〉王子81

0 和泉産業

( 新) 戎(64) 3286

0日) 南(75) 6276

0 中央電気工業株式会会

( 新〉堀川 (35) 代表8131・8132・8133

( 既設〉羽川 (35) 5858

0 株式会社三好板硝子庖

( 増設〉戎(64) 4315

( 既設〉技(64) 1051. 1052 

0 合名会社利倉幸商庖

( 新〉南(75) 471- 2

( 旧) 南(75) 547

0 浅野スレート株式会社大阪支庄

( 新〉徳島 (45) 代表4674. 4675. 4676

( 旧〉福島 (45)364L 3731 



新加入会員紹令

団体会員

。石原時計庖 ( 代表者〉石原突

東区大川町23中央ピル T E L 北浜( 23) 7935

ο蛍業種目 建築時計製造

0 登遺殻株式会社 ( 代表者〉富樫徳之助

北区小深町23福島 (45) 4119

。 営 業 箇 目 施 工 業

個人会員

‘O小田正一( 大林組) 0 岡田一男( 府教育委員会施設課

) 0 角脇貞臣( 自営) 0 北川忠 ( 府教育委員会) 0 後藤

誉 直 〈 建 築 詣 慌) 0 反田政也 ( 清家組) 0嶋本徳一 (

府教育委員会主任) 0 白石太郎( 自蛍) 0 高平準ー( 府

教育委員会) 0 竹口信夫( 市消防局指導課建築係長) 0

二企井元治( 佐藤建設工業K K) 0 中島信夫〈矢島建設K

K 大阪支庖長) 0 橋本政明( 府教育委員会) 0 藤田忠三

( 近畿地方建設局営絡部) 0 森馬健次( 宏電工業株式会

社 ) 0 山田瑛之蹴( 府教育委員会) 0 佐原松一( 富士商

会庖主) 0 山林綴ー (近鉄天王寺営業局) 0 吉田主太郎

編 集 後 記

当協会は建築に携はるあ

らゆる部門を洩れなく網羅

している事が、他のこの種

団体に比して優れた異色の

ある点である。即ち、学究

・行 政 ・設 計 ・施 工 ・設 備

・初料と遍く全部門を包含

している。

猛暑の中に、このあ らゆ

る部門の変遷と 、将来の見

通しについて、夫々の部門

のエキスパ ー ドを煩して、特集したのが本号で・あるつ御

執筆を賜った諸先生方に深甚の謝意を表する次第でゐ

る。

この雑誌は、会員の専門知識の向上に資する事を目的

としている事は勿論であるが、 この協会設立の最初から

更に一歩を進めて一般社会と緊密に連絡し、専門家以外

の建築に対する知識の向上を計ると云うのが大きい目的

で・あったと聞いている。 これは云うべくして、なかなか

困難な仕事ではあるが、当協会の様な巾の広い団体に於

て、始めて為し得る事であらう 。

〈吉田圭商庖主) 0 渡 部 富 雄 ( 主主建工業K K) O 宇都宮

彦次郎( 者jc工高) 0 田中満( 大阪製図校) 京都支部ニO

宮治( 建築事務所自営) 0 )11辺保夫( 立命館大学) 地方

会 員O大日向一良rc ( 点京者ji建 築 局 臨 時 都 庁 舎 建 設 事 務

所)

関係団体メモ

0 デザイナーの会 6 月24 用午後 5 時ザ・より朝 日ピノレ本

会々議室にて建築と社会誌の 「建築と美術J 特集号を討

論の材料にして執筆者を囲み、建築と美術について意見

交換をした。 出席者は( 敬称略、熊喜之助、奴倉昭、浅

野孟府、片山光生、森谷善作、井上|盗章、折竹賢三郎、

中+ t あいJキ上達明、小宮山孔革、大久保昌一、徳田頴、

三好時次、向井正也、岩下関正、 日高政法、池田遊子、

則武伸朗、飯田精次郎、松井照光、沖田誠一) 21名で盛

会に 9 時半散会。

0 大阪住宅復興促進協議会 かねて巡動を続けておられ

ました産業労務者住宅資金融通法は、 7 月 4 日衆議院、

7 月10日参議院を宍々通過成立し、たしました。 この法律

に依て受付が開始されますのは 9 月頃のようです。貸 付

率。鉄筋叉はプロッタ 6割、木造 5 劉 5 分 、;利率、年 6

分 5 厘 、償 還、鉄筋プロツグ 、25乍 3坪 、木 造、18年

本号の内容は、如上の各部門の古きを温め、将来を察

すると云う極めて興味ある 、且つ有議なものであつで、

之は専門家であると否を問はず、言先向者を議する事が大き

いであらうと期待する。( 松村雄官編集理事記)

x  ..・.. ...・・・ .... . . x ・・・・ ・・ー ・・ - ・ー×  

E童 簸 と 社 会

第 3 4輯 第 8 号

売価 1 部80円 ( 送料共〉
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